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本資料は、標記調査 について先端情報技術研究所が調査委託 したアーサー ・D・ リ トル

社(ADL社)の 中間報告 を、先端情報技術研究所(AITEC)が 設置 した 「米国における先

端情報技術動向調査委員会」 においてADL社 が報告 した内容 を取 り纏めた ものである。

本資料 の取 り纏 めに当たっては、ADL社 の報告 とともに、当委員会委員 との議論の内容

についても含めることとした。 これは、本調査 を進めてい く上での多 くの示唆 に富んだ重

要な論点が集約されていると考えたからである。

本報告は、ADL社 の本調査プロジェク トの リーダーである梅田氏により行われた。また、

「米国における先端情報技術動向調査委員会」の構成は、本資料の巻末に添付 した。
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はじめに

ADLア ーサ ー ・D・ リ トルの梅 田 と申 します。 自己紹介 をさせてい ただ きたい と思い ます。 い

まシ リコンバ レー に住 んでい ま して、パ ロアル トに私 どもの事 務所が あ ります。 そ ち らの責任者

をやってい ます。なぜ私 の ような 日本 人が外 資系 の会社のア メ リカの事務所 で責任 者 をや ってい

るか といい ます と、 うちの会社の コンピュー タ産 業向 けの コンサ ルティ ングのグルー プは相 当数

い ます が、だいたい はア メ リカ企業 の コンサルテ ィングをや っています。 ピュアな アメ リカ人 た

ちがアメ リカの企 業向 けに コンサ ルテ ィング をや るとい うのは、 ティ ピカルな話 で、 これは放 っ

ておいて もやる。

なぜ私 がシ リコンバ レーに行 った か とい うと、 日本企業 を含 めて、あ るいはいろい ろな国の政

府 もあ ります が、ア メ リカの企 業 とかアメ リカの政府 以外 の コン ピュータ産業 のプ レイヤー、そ

うい う会社が シ リコンバ レーを中心 としたア メ リカで起 こってい る ことが分 か らな い とい うか、

そこへ の本 当のア クセ スがあ ま りないので、そこ を補 うとい う意味で拠点 を作 って、.いろい ろな

格好の サー ビス をしようとい うこ とです 。

私が カバ ー してい るクライア ン トの領域 は、政府 、民 間 を問 わず、 日本 とか韓 国、アジア、イ

ン ド、 ブラジル、 コロン ビアな ど、 レス ト ・オブ ・ザ ・ワール ドとは言い ませ んが 、アメ リカ以

外 のコ ンピュー タ産 業の関係す るところに対 して、 われわれはシ リコンバ レーケイパ ビリテ ィと

い う言葉 を使 います が、 シ リコンバ レーにいない と分 か らない ことをフ レーバ ーに しなが ら、戦

略論 を展 開 した り、技術 論 を展 開 した りとい うような仕事 を主 と してや っています 。年に7回 か

8回 、 日本 に帰 って きて、 向 こうでの息吹 というか、何 が起 こ ってい るか とい うこ とをお話 しし

た りというこ とを通常 の活 動 に しています。
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1.米 国 にお け る コ ン ピュ ー タ産 業 は10年 に一 度 の 変 革 期

一今 、米 国 で何 が 起 きて い る か 一

一番 のポ イン トは、 この資料 の中に は書 いてい ない こ とか らお話 ししたいのですが、今年 とい

う年 は向 こうで は コン ピュー タ産業 の10年 に一度 の節 目 とい う感覚 があ ります。 これ は主 と し

て ビジネスの面か らです。技術 が生 まれて、それが ビジネスに結 びつ くとい うことが基本 的な大

きな枠 組み だ とす る と、 ビジネスのス タ イル とか コン ピュー タ産業 におけ るコンピュー ティング

スタイル といい ますか、 そのへ んが今 年大 きく変 わろ うとしている とい うことがあ ります。

そのこ とは先週 、私 が 『日経 ビジネス』 に書 いた論文 に もあ ります。 タイ トル だけは雑誌社 が

付 け るので、 タイ トルが ジャーナ リステ ィックにな ってい ますが、 中は論文 のつ もりで書 いた も

のです。Javaが 登場 して、10年 に一度 の大 きな節 目に来 ている とい うこ とは、米 国のイ ンダ

ス トリー、あ るい は大学 で も、研 究所 で も、 ビジネスのセ ンスを持 った研究者 の人たちは、 コン

セ ンサス と してその ようなこ とを言 い始めてい ます。

とにか く、何 かの変 曲点 にあ ります。非常 に大 きな変 曲点 にあって、95年 の研 究投資の方向 を

相 当細 か く調べてい って も、全体 には大 きなインパ ク トがまだ反映 されてい ない。要す るに、之

れか ら一、二年先 に何 か大 きく変 わ って くるであ ろうところは、かな り定性的 に しか とらえに く

い。い ろい ろな人 にインタ ビューす る と、かな りホ ッ トなプロジェク トとして、こ うい うものが

あ る とい うことを言 い ますが 、 アメ リカ敏 府 の投資 が25億 ドル くらい、IT分 野 の研 究 開発 に

行 ってい ると言 った ときに、・25億 ドル全体 にはそれが波及 していない。

これは どこの国で もそ うですが、 そ うい う意味 では政府 の予算 のア ロケー シ ョンの ような もの

は、世 の中の動 きを完全 に反映 させ る まで にはだいぶ時 間がかか る。本 当 に リーデ ィングエ ッジ

の人は こうい うこ とを考 えてい る とい う部分 は、金額 で見 る とそんな に大 き くない とか、 その よ

うなこ とがある ときに、 これか らどうい う調査 の進 め方 を してい った らいい か というこ とが一つ

のポイ ン トです。

もう一つ、 日本 とア メ リカの温度差 があ るのは、例 えば シ リコンバ レー な どには、政府 が25

億 ドル くらい研 究 に投資 している とい うこ とを、何 の意 味 もない と言 う人がかな り多い。過 去 は

何 も役 に立たなか った とい う極論 をす る人 までい ます。数字か らい きます と、GNPの 何%と い

うことで見 ると、 日本 の倍 とか、二点何倍 とい う レベルの投資 がIT分 野 に政府系の ところか ら

行 っている。 その事 実だけ を見 ます と、 日本 はそ こが足 りないか ら、ア メ リカはそ うい うところ

をごっそ りや ってい るか らいい ん じゃないか とい う表層 的な議論 に持 ってい きやす いのですが 、

実 はベ ンチ ャー企業 をは じめ とす る、そ この活力 の ような ものだ けが、 この産業 の発展 を支 えて

い る とい う ような言い方 を極論 としてす る人がい ます。

そ うす る と、政府の予算 が投 入 され て、それが商用化 され る仕組 み と して、法 案 とか政府 が考
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えた仕 組み は どうい う役割 を果たすか とい うこ とを調べ てい くと、 もちろんそこにはいろいろな

ア クテ ィビテ ィが あって、今 日の資料 の中で も述べ てあ ります が、い ままで成功 したのは大学 や

研 究所 にい た人が 自分 の研 究 を終 わった ところで、 これはや れる と思 う と、 自分 で会社 を作 って

商用化 したんだ。 それ を育 てるメカニズ ムが、民間のベ ンチ ャーキ ャ ピタルな どが ごそ っとあ っ

て とい うこ とを言 う。つ ま り、 テクノ ロジー トランス ファーのい ろい ろな メカニズ ムは確 か にあ

るけれ ども、それはそ れ として、 少 しは役 に立 ったで しょう。で も、実 は もっ と深 い ところで イ

ンダス トリーの成 り立ちの違いの よ うな ところをコメン トす る人た ちが多 い。

私 は何 を言いたい か とい うと、全体像 と してそ うい う議論 をす るこ とが、 この プロジェク トと

して役 に立つのか。 それ とももう少 しフォーカス を して、全体 はそ うか も しれない けれど も、こ

ち らの組織 とこち らの委員会 の ミッシ ョン と整合が取 れるような格好 で アウ トプ ッ トを考 えてい

くのか。黒い もの を白 とは言 い ませ んが、視点 に よってい ろい ろなま とめ方が 出て くる とい うこ

とで、今 日はで きる限 り皆 さんか らご意見 をお うかがい したい と思 ってい ます。

マ ル チ メ デ ィ ア 産 業 と は 何 か?

マル チ メデ ィア産業 は 、初 期 か ら立 ち上 が るツー ル産業 と、中期 か ら立 ち上 が る 「他産

業 か らの 売上 を強奪 す る」新 ア プ リケ ー シ ョン産業 とに分類 で き る。特 に後者 が、マル

チ メデ ィア産業 の 本質 であ る。現在 他産 業 に落 ちている 「金 」 が形 を変 えて 、新産 業 を

創 りだすの であ る(例、教 育産 業 、小 売 り業 、出版業 、広告産 業 、旅行 代理 業 、金融 業)。

value
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・Others

図 一1

最初の話 に結 びつ きますが、 いまアメ リカでは この ようなこ とが言 われてい ます。 これはプロ

ジェク トのス コー プか らはず れるので、資料 の中 には入っていませ ん。必 要で した らコ ピー を し

ます。要す るに、去年 か ら今年 くらいにかけて、 インダス トリーで一番 ポイ ン トにな り始め た と

ころは、第1世 代 が メイ ンフ レームだ った。第2世 代 がPCだ った。 そ うす ると、第3世 代 は何

だ ろう。 みんな　漠 とマルチメデ ィア とか、 ネッ トワーク とか、い ろいろな ことを言 ってい たけ

れ ども、第3世 代 とい うのは間違 いな くインター ネ ッ トだ とい うこ とで す。い ろい ろマイナスの
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部分 もあるか も しれないけれ ど も、 こ うい うことだ とい うコンセ ンサスがで きた とい うのがアメ

リカでの現状 です。

その ときにポイ ン トにな るの は、 いまは第3世 代 の萌芽期 と言 われてい ますが、 これ を過去 に

振 り返 ってみ る と、80年 か ら82年 くらい とち ょうどイ クイバ レン トだ と言わ れてい ます。何 が

イクイバ レン トか とい うと、 プラッ トホーム とい う概 念 にはいろいろな定義 があ りますが 、多 く

の人々の開発 の努力 が何 の心 配 もな く一一つ の とこ ろに集 中で きる対象 とい うのが プラ ッ トホーム

だ と私 は理解 しています。 ち ょっと前 までは、 マルチメデ ィア、マルチ メデ ィア と言 って、そ う

い うことが起 きていなかったけれ ど も、去年 くらいか らインターネ ッ ト周辺 に、 コマーシ ャルベ

ース もそ うだ し、研究活動g)ベ ース もそ うです が、そ こにフ ォーカスが当たって きた。

イ ン タ ー ネ ッ ト ・プ ラ ッ トフ ォ ー ム の 「可 能 性 空 間 」

「可能性空間」とは、産業の萌芽期にその 「種」を見つめて将来の 「可能性」を考 えた

時の 「拡がり」の度合いを言う。80-82年当時の第二世代の 「可能性空間」と、現在感じ

る第三世代の 「可能性空間」 とでは、比べ物にならないほど後者が大きい。

19801 1995

プ ラッ ト

フ ォーム

標準

第二世代の莇芽期

8082

不満だらけのStandaloneLow

PertormancePC

輪 、 壕
.:'

・L㎝oosVpedomance

・Unsuitable1Unr副iable

・Stndalone

・Notgasytouse

|BM・PC(MS-DOS)

第三世代の萌芽期

何 十兆円規模

の新産業

(PC+そ の周辺)

「可能性空 間」が小 さか った第二世 代です ら、た った15年 で何十兆 円 とい う産業 を創 り

だ して しま ったとい う事実 を、第二世代 に比 べ て格段 に大 きな 「可能性空 間jを 持 つ第

三世代 に照射 してみれば 、おの ず とその インパ ク トの大 きさが理解 できるだ ろう。

図一2

9496

当時のPCの10,000倍 以上の性能

のncをNodeと して、それらが

数千万台以上がつながった状態

WWW,イ ンターネ・ント関連標準

Java(maybe)

15年 くらい前 も、IBM・PCの 標準 がで きた。 その コ ンポーネ ンツ と してのハー ドウェアか

ら、あるいはソフ トウェアか ら、あ りとあ らゆるエ フォー トが そこへ集 中 して、そ こか ら世界規

模 で言え ば、 たった15年 で何 十兆 円 とい う規模 の産 業がで きあが った。 もちろん、 この間 に研

究所 に政府系 のお金 がいって、それか らコマーシ ャルに行 った とい う例 はい くつ もあ ります 。 し

か し、第2世 代 の萌芽期 と第3世 代 の萌芽期 で起 こるこ とは、性格 と しては非常 に似 た ことが起

こるだろ うとい うことがあ ります。

その ときに、15年 前 を振 り返 ってみ れば、当時 の プラッ トホー ム とい うの は、 いわば不満 だら

けで、性能 も大 した こ とはない、 ローパ フォーマ ンスの信頼性 も低 いボ ックスが1個 で きあが っ
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ただけで した。 ただ、そ の周 りにお も しろい と思 った人た ち、 あ るい は研 究者や 開発者が群が っ

て、い ろい ろな試行錯誤 が行 わ れてマ ーケッ トが立 ち上が った。15年 で何十兆 円な どとい う事業

が世界 レベ ルで立 ち上 が った とい うの は、い まか ら思 えばお そろ しい こ とですが 、 もとを正せ ば

そういうボ ックスが1個 あ った だけ とい うのが、 この インダス トリー に対す る見方です。

イ ンタ ーネ ッ ト ・プ ラ ッ トフ ォー ムの 「可 能性 空 間 」 とマ ル チ メデ ィア産 業

第三世代の膨大 な 「可能性空間」の まわ,りに、新 しい事業機会 を創 ろうと して米 国マル

チメディア産業 は興奮の中に あるのであゐ。マルチメデ ィア産業は インターネ ッ トとい

うプラッ トフォームを得 た今 、もう後戻 りす ることはあ りえない。 一

●PC世 代の萌芽期か ら約15年 が経過 して、PC、 周辺機器 、ソフ ト、サー ビス、部品産業 、

ほとん ど何 もないところか ら、何十兆円 という規模の産業が生まれた。驚異 的なスピー ド

である。 しか しその萌芽期 、この巨大産業の 「種 」は、性能の低 い不満だ らけの スタン ド

アロー ンPCだ った。 そこに 「可能性」 を見い出 し新 しい事業機会 を追求 した人達の創造性

こそが 、現在の何十兆円 とい う産 業を創 りだ したのである。

● 「種」は 「プラ ッ トフォーム」 と言 い換 えてもよい。その まわ りに誰 もが安心 して開発 で

きる対象が 「プラ ッ トフォーム」 だからである。 その意味で、第二 世代の 「種」 が

lBM-PC標 準であ り、第三世代の 「種」が インターネ ッ ト標準 なのであ る。

● 「性能の低 い不満 だ らけのスタン ドアローンPC」 を 「種 」 とした第二世代 と、 「当時の何

万倍 もの性能 を持つ現在のPCが 何千万台、何億台 とい う単位 で相互接続 されている環境」

を 「種 」とす る第三世代 とを比較 して考えてみていただきたい。 その 「可能性空間」が、

スケールの面 で全 く異 なっていることがわかると思 う。

図一3

第2世 代 の萌芽期 が15年 前 で、第3世 代 の萌芽期 がい まな らば、私 は 可能性空間 とい う言葉

を使 ってい ますが、 当時のス タ ン・ドア ロー ンのIBM・PCの ボ ックスの 可能性空間 と、い まの

インター ネ ッ トの萌芽期 にお ける可 能性 空間 を比べ てみる と、数 え方 に もよりますが、1万 倍 く

らい性能が高いPCが ノー ドにな って、何千万 台 とつなが っている。確か につ なが り方 とかセ キ

ュ リティ とかいろいろな問題 はあ るだ ろうけ ど、第2世 代 の ときに も問題 はあ りま した。不満 は

た くさんあ りま した。 い ま も不満 は確 かにあ るだろ うけれ ど も、 可能性の大 きさ とい うの は もの

す ごい だろ うというこ とにな ってきま した。

これは95年 の半 ば くらいか ら、 間違 い な くイ ンダス トリー全体 、 あ るい は政府 な り何 な りみ

んなそ うですが、 イ ンター ネ ッ トへ ぐっ と来 た。 イ ンター ネ ッ トの イ ンフラを作 って きたの は、

国 のお金 ではないか とい う議論 は確 か にあ りますが、最近 はそれ はそれ と して過去 の話 で、い ま

か ら将来 を考 える ときは とい う ような議論が沸 き上が ってい ます 。

何 が言 いたいか とい う と、WWWイ ンター ネッ ト関連標 準 がで きあが った瞬間に、Rか らDへ

強烈 なシ フ トがあ ります。 要は、分か った、 ここです ぐにいろい ろな ことが試せ るとい うこ とに

なったので、RとDを ど う定義 す るか は別 として、 あるい は政府 の費 目は ア ドバ ンス ド・アプ ラ

イ ド ・リサーチ とかベー シ ック ・リサ ーチ とか デベ ロ ップメ ン トとか、そ うい う数字 が発表 され
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ていた りしますが、Rか らDの ほ うにどん どん入 って きている。

い ままでい ろいろなプロ トタイプを作 りなが らや っていたのが、加速 されて インター ネ ッ トの

上 でい ろい ろな ものが試 され て、 マーケ ッ トとまで は言 わな くて も、 コミュニ テ ィの 中でその成

果 の ような もの の実験が非常 に簡単 に な される ようにな って、その規模 が ものす ご く大 きくなっ

た。 ゴール ドラ ッシュ とい う言 われ方 を します が、大学 の優 秀 な先生 ほ ど、ベ ンチ ャーキ ャピタ

ルか ら 「あ なた はす ぐに会社 を作 りな さい」 と言 われて、お金がつ いて くる。そ の ようなムー ド

に なって いて、 イ ンダス トリー全体 がい ままで蓄積 して きたRの ような ものが どん どんDに な っ

て、 ここで花 開こ うとしてい る様子 が、向 こうに住 んでい る と実感 と してあ ります。

その ような ことを、このプロ ジェク トにお けるメ ッセ ージ として どの ように発信 した らいいの

だろ うか。私 の気 分 と しては、い ま簡単 に申 し上 げた内容 をで きるだ け多 くの人 に分か ってほ し

い とい うこ とのほ うが強 く感 じている とい うこ とを最初 に申 し上 げたい と思 います。

委 員 時 間的 なスパ ンが まだ少 し足 りない気 が します。例 えば、第2世 代 の萌 芽期が80年 代 に

あ った とか、第3世 代 の萌芽期 がい ま来 ている とい うお話 で したが 、例 え ばワー クステーシ ョン

自体 が発想 され たのは、 それか ら10年 とか15年 前 です。 イ ンターネ ッ トの前 身であ るARPA

ネ ッ トが始 まったのは60年 代 前 半 くらいで した。80年 代 の第2世 代 の萌芽期 の時点で、す でに

イ ンターネ ッ トとい う言葉 は確 かに生 まれてい た と思 うし、認識 してい る人 は認識 していた。つ

ま り、萌芽期 に至 るまでの動 き とい うの も、 この委員会 では非常 に興 味 を持 っていて、む しろ萌

芽期 以前の技術 の流れ をサポー トす るのが ζの委員会の ミッシ ョンなので はないか と思 うわけで

す 。つ ま り、萌芽期 を迎 えるための条件 は何 か とい うこ とが ポ イン トで はないか とい う気 が しま

す。

AITEC萌 芽期 に花開 くか も しれ ない技術 シ ーズの発祥は どうだったか とい うこ とですか。

委 員 もちろん、梅 田さんが最初 にお っ しゃった リーデ ィングエ ッジの ところにはお金が あま り

投入 されていな くて、定性 的な議論がで きない。例 えばTCP/IPと い うスペ ックは、 いろい

ろなネ ッ トワークのプロ トコルのスペ ックと比べ る と、決 していい性 能では ないの です が、 これ

だけデ フ ァク トになった。 それ はなぜ なのか。TCP/IPと い うの は60年 代 に生 まれてい る

わけです よね。 それはなぜ だ ったのか。例 えば そ ういう ところが知 りたいんです。そ うい うこ と

じゃないか と思 います。

ADLお そ ら くいろいろな ご意 見があ る と思 うので、ぜ ひそ うい う議論 をこれ をベース に したい

と思 ってい ます。そ こは よ く分 か ります 。

もう一つ先生方 におうか がい したいの は、いろい ろ調べ てい きます と、い ままで のいろいろな

開発 が インターネ ッ トの世界 に集約 して きてい る とい う感 じが あ って、4世 代 目は何 だろ うか。

例 えば、い まお っ しゃった ように、60年 代 くらいか らいろい ろや られて きたこ ととか、70年 代

くらいか ら始 まった ことが、初 めて ここで融合 す る とい うような感 じが します が、この次 とい う
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米国政府による情報技術研究開発運営の現状と技術開発動向

ことの議論 になったときに、 ものす ご くプ リミテ ィブな議論 しか な されていませ ん。

とい うの は、あ ま りに もインター ネ ッ トのイ ンパ ク トが大 きい と思 われてい るとい う感 じが し

ます。い ままでの アクテ ィビテ ィが イン ターネ ッ トに ドーッ と流 れ こんでい る。私 はそ れをジ ャ

ーナ リス ティ ックに、 も しかす る とコン ピューテ ィングス タイルにおけ るあ る種の最終戦争 の よ

うな ところが イ ンターネ ッ トにあ るので はないか と思 ってい ます。 よ く分 か りませ んが、そ うな

のか な とい うことを 『日経 ビジネス』 に書 きま した。1世 代 があ って、2世 代 があって、3世 代

があ って、次 が4世 代で とい う感 じの議論はあ ま りされていない。

ち ょうど3世 代 の ところが盛 り上 がっているせい もあるだ ろう し、あ るいは もっ と本質 的 なこ

とか もしれませんが、 この一つ先 とい うのは大 きなパ ラダイム として何 か提示 されて きたか とい

う と、ずいぶ ん前 か らネ ッ トワークの ところまでは話 があ りま したが、 されていない。例 えば、

ユ ビキ タス コン ピュー ティ ングな どとい うの も、当然、WWWイ ンターネ ッ ト関連標準 の範 疇の

中に包括 されて くる し、例 えばそ うい う中で インテ リジェンス を持 った ものが動 き回 るとい う よ

うなテク ノロジー も、 イ ンターネ ッ トの 中に包括 され てきて しま うとい う感 じがあ る。そ うい う

意味 も含 めて、先 ほ どち ょっと申 し上げ たわけです。 そうす る と、 イ ンターネ ッ トを作 り上げ て

きたのはなぜ か とい うこ とを調 べ ることが、 この先 に有効 か ど うか とい うこ とについて、懐 疑的

な ものの見 方 をす る人 もい ます。 あ とで またお話 しします。

委 員 研 究者 が使 っていた環境 と、一般 の使 って きた環境で は タイム ラグがあ るよ うな気が しま

す 。つ ま り、研究者 は比 較的 に恵 まれた環境 にいま したか ら、昔か らイ ンター ネッ トを使 ってい

ま した よね。PCで はな く、 ワークス テーシ ョンベ ースでや っていま したか ら、い まや ってい る

ような コン ピュー タ環境 をみ んな持 っていま した。 それが たまた まPCが 安 くなったか ら一般 の

人 も使 えるよ うになった。 ある意 味ではそれだ けだ とい う気 も します。

技 術 の萌芽 とい うの は、見 つ けれ ば どこか にあ ります。例 えば、ユ ビキ タスな どとい うのは、

い まは高価 だか ら使 えませ んが、今後 、非常 に安価 な ものがで きたとす れば、当然 そ うい う もの

が はや って くる とい うことはあ りえます。過去 に戻 るとい うのは私 は絶対 に必要 だ と思 います 。

ADL分 か りま した。

委 員 逆 に言 えば、第4世 代 の萌芽 とい うの は、す でに現在の研究者 の コミュニテ ィの 中の どこ

かにあ ると しか思 えませ ん。 それを知 りたい。知 るこ とはで きない と思 います け どね。

ADL分 か りま した。 あ とでそ うい う議論の時 間を作 りたい と思い ます。
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五..ADL社 中 間 報 告

ロ 一-ITR&DFund・n・S・ …m・ ・dT・ta1Fund・n・

lW・ ・tl・B…gF・nd・d・

TechnologyArea

Researchvs|nfrastructufeFunding

HowlsResearchAdvancedToCommercialization?

StageofResearch/TypeofRecipient

GovernmentTechnologyTrahsferMeasures

CharacteristicofSuccessfulProj㏄ts

図 一4

報 告 書 の 中 身 に つ い て 、 い ま の 時 点 で ど ん な こ と が 書 い て あ る か と い う こ と だ け 簡 単 に 説 明 し

た い と思 い ます 。

全 体 で3章 立 て に な っ て い て 、 大 き な ガ バ メ ン トのITのR&Dの フ ァ ン デ ィ ン グ の シ ス テ ム

と 全 体 像 の 把 握 と い う の が 第1章 の1番 に あ り ま す 。 そ れ が ど う い う領 域 に フ ァ ン ドさ れ て い る

の か とい う の が 第2章 に ま と め て あ り ま す 。 第3章 は 、 ど の よ う に リサ ー チ が コ マ ー シ ャ ラ イ ゼ

ー シ ョ ン の ほ う に う ま く結 び つ い て い くの か
。 そ の メ カ ニ ズ ム は 何 な の か と い う よ う な こ と に つ

い て ま と め た と い う3章 立 て に な っ て い ま す 。
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米国政府による情報技術研究開発運営の現状と技術開発動向

1.米 国連邦政府機関の情報技術研究開発投資の全体像

繍1灘 繍 灘 裁難 灘離離鍵盤 蝶
巨]W・ ・…B　 gFund・d・

TechnoiogyArea

ResearchvslnfrastrtsctureFunding

口 HowlsResearchAdvancedToCommercialization?

StageofResearch/TypeofR㏄lp|ent

GovernmentTechnologyTransferMeasures

CharacteristicofSuccessfulProjects

図 一5

FlowofGovernmentResearchFundinginGeneral

米 国政 府 に よ る研 究 援助(Funding)の 総 額 は約700億 ドル に上 り、 それ らは多 くの

関 連 省 庁 や独 立機 関(Agency)を 通 じて企 業 や大 学 に配 分 され てい る。

Departmθnts

Agencies

Rgc1Plents

(FiscalYear1994data)

図一6

第1章 の とこ ろで は、米国政府 に よる研 究 のファ ンデ ィングの総額 とい うのは、だいたい700

億 ドル です。700億 ドル とい うの は、100円 で換算す る と7兆 円 です。 アメ リカ政府 があ りとあ

らゆる分野 に投 入 して いる金額 の総 量です。
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EstimatesofTotalGovernmentITR&DFunding

政府お よび監督省庁 は 「IT関連のR&D活 動或 いは施設 への援助」 とい うよ うな明確

な分類に基 づいた管理 を行なっているわ けで はない。

一

'thetotalR&Dandfacilities

灘i灘㌘吟
・thiscanbetakenasan

officialabsolUtelowerbound

ofallgovernmentITR&D

funding 倫
」nfnrmAlF-q↑iMA† ρ ∩fthρN.9TC'gCIC

'theNationalScienceandTechnologyCouncil's

'CommitteeonlnformationandCommunications(which

overseestheHPCCinitiative)hasestimatedthetotalIT

R&Dtundingofthegovernmentagenciesinvolvedin

HPCC

図 一7

NSTCEstimateDrawbacksandPromises

NSTCの 推 測 値(OfficialyEstimated'Total=$2.Obillion)は 、HPCCに 属 す 機 関 で の

予 算 配 分 を 非 公 式 に 割 り だ した も の 、 だ け か ら求 め ら れ て い る た め に 精 致 な統 計 数

値 と は い え な い 。

・theCiC'sestimateof$2billionisbasedoninformalrequestsmadebytheNSTCto

thevariousagencies

・coversonlyagenciesintheHPCCprogram

・breakdownsbyagencyarenotavailable

・theCICiscontemplatingaformalstudyoftotalITR&DfundingthroughallHPCC

agenCles

source:PersonaloommunicationswithJohnToole,Co-chairmanoftheNSTC'sCIC

andPaulRegan,ExecutiveS㏄retaryoftheNSTC'sCIC

図 一8

その 中でITの 分野 とい うのは どうい うところなの か とい うことを考 えてい った ときに、必ず

しも監督官庁 でIT分 野 のR&D活 動 とか施設へ の援助 とい うの は、 そ うい うかたちで はきっち

りと把握 されてい ませ ん。い くつ かの数 字 があるので ご紹介 したい のですが、一つ はHPCCの

コンポ ーネ ンッ とい うところに、約1100億 円 くらい投入 され ています。 その外 側 に、 コ ミッテ

ィ ・オ ブ ・インフ ォメーシ ョン ・ア ン ド ・コミュニケー シ ョンズ とい う ところが、HPCCに か

か わってい るエ ージェ ンシーがHPCCコ ンポー ネンツ以外 の ところでIT分 野 にい くらお金 を

出 してい るか とい うこ とをエステ ィメー トした数字 があ ります。それがHPCCの コンポー ネン

ツのおよそ倍 くらい です。 です か ら2000億 円 くらい とい うのがい まの数字 になっています。
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米国政府による情報技術研究開発運営の現状と技術開発動向

HPCCBudget

HPCC予 算 配分 は現在12の 参加機 関によって管理 ・配 分 されてお り、この うち特に上位 の4機 関 が

全体の80%を 占めているため、これ らがHPCCプ ログラム全体の性格 を代表 している といえる。

(単位:$millk)n)

Agency HPCS NREN ASTA llTA BRHR RowTotals

ARPA 95.07 70.19 33.91 157.92 5.95 363.04

%oWotalARPA 26% 19% 9% 43% 部 100%

NSF 23.48 54.72 13263 42.69 60.12 313.64

%oftotalNSF 7% 17% 42% 14% 19% 100%

DOE a70 17.00 74.56 3.00 20.50 123.76

%oftotalDOE 7% 14% 60% 部 17% 100%

NASA 7.62 20.85 77.05 26.80 3.98 136.30

%oftotalNASA
Ooノ 4=Oノ =70' つ∧oノ ooノ ¶∩mz

`ULcl`DIYgC:lOUIIULdtト 」`ULJ`cll+bUUULJet

"t
nnft∩TAIRtaJ ?ll=: Y{:: !]:1 驚 1;::: 18㌫

Nl[ 碍.Iu ∠.o``o.lo o`.oo 1`.UJ 'o.w

NSA 16.80 10.4012.40 0.23 0.20 40.03

NIST 2,203.60 28.30 34.10

NOAA 7,507.40 0.50 15.40

EPA 0,699.28 1.02 1.01 12.00

ED 11.40 2.25 3.30 16.95

AHPCRC 8.40 8.40

VA 0.18 23.22 一一 23.40ひ「一 －

Co|umnTotals 15577 186.0539041 326.91 106.71 1165.85

Source:HpCCprogramFY96
1mplgmentationPlan

図一9

HPCCバ ジェ ッ トの ブ レーク ダウンとい うのは次 のペー ジにあ ります。 どこのエージ ェンシ

ーが ど うい うコンポー ネン トのプ ロジェ ク トにお金 を投入 してい るか とい う表です。 上位 四つ の

エ ージェンシーが8割 くらいの ところに投入 してい ます。ARPA、NSF、DOE、NASA

という ところが8割 くらい を担当 してい るとい うことです。

ADLMinimumEstimateotTotalGovernmentITR&DFunding

米 国 政 府 に よ るIT関 連 基 金 は 約25億 ドル は 上 る とADLは 分 析 して い る 。

HPCC

Components:
～$1 .1billion

i…1辮灘
、

・includesestimatedfundingof

agenciesanddepartmentswhichdo

notparticipateintheHPCCprogram

・basedonthefactthat～25%of

governmentcomputersciences

researchobligationsinFY1993was

accountedforinsuchnonHPCC

agencies

S。…9・NSFS・ 抽ydF・d…IF・ndSiOFR&D,
Fedgralebligationsforrgsgarchin

malhemaliCS,COrnpat白rSC19nCeSandinSOCiat
SC㎏nces

ADLprejeCtiOnSandCatCUIatienS

図 一10

私 が最初 に2500億 円 くらい と申 し上 げたのは、HPCCの コンポー ネンツの外 に、HPCC

では ないITの ところに、HPCCに かかわ るエLジ ェンシ∴が払 ってい る ところ まで が2000

億 円、それか らHPCCと 関係 ないエ ージェンシー を通 してデ ィス トリビュー トされてい る部分

が、そ れに プラス20%く らい あ るとい うのがわれ われの推定 です 。です か ら、 これか らのお話

は トー タル2500億 円 くらいの政府 の予算 を対象 に進 め ます。
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GovernmentITFundingasPartottheTotalPicture

「政府によるR&D基 金の うちIT関 連が占める割合(左 図)」 、及び、 「IT関連に投

資 され ている金額の うち政府 が支払 ってい る割合(右 図)」 は下図の通 りである。

AllU.SGovernmentR&DFunding'AllITR&DFunding'

$70bi‖ion$225billion

Soutees8attetle'R&DMag8zine'51995MnualR&DForgcast

SCienceendEno爪oorlnglndiロt《rs1993

PgtθrCoゾR&DSoorobo白1d'BustnessWee大June281993pp・102・104

ADLrrojectonsandcalcutatons

図 一11

その ときに左 側の絵 にあ ります ように、全技術分 野の中のIT比 率は3.6%く らいです。要 は、

7兆 円の中 の2500億 円 とい うこ とです。右 側 はい ろい ろな数 え方 があ ります が、米 国のIT産

業全体 、民 間 も含 めたR&Dが 約22.5ビ リオ ンです か ら、2兆2500億 円 くらいの 数字で、 その

うちの ガバ メン トの比率 が11%く らい です。 です か ら、後 者 のほ うに民 間の活動 があ る とい う

のが全体 の像です。

TwoAdditionalGrayZones

さらに、IT関 連 かそ うでないか を明確 に区別 できないこ とによる曖昧 な領域=グ

レーゾーンと、一部 の政府援助 が企業 か らの資金 を伴 うことを条件 としているた

めに、企業 と政府の どちらが分担 してい るかが曖昧な ゾー ンが存在 する。

Government・Funded<■ ト■一 ■■一 ■一 ■■■■)tndustry-Funded

lT

Non・ITl

…

HPCC

Components:

～$1 .1b!lllon

駕淵瓢辮鑑g・"

鐸 欝懸難騨

G〈}vernme醜Non"}TFunding

繊藁箒w
{ndu扇 ぎyIT

Fundmg

InCiastry

Non・iT

Funding

図 一12
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米国政府による情報技術研究開発運営の現状と技術開発動向

そ れに加 えて、われわれは グ レーゾーン と呼 んでいますが、横 の軸 は左 が ガバ メ ン ト ・フ ァン

ド、右 がイ ンダス トリーの ファン ド'です 。

GovernmentllndustryGrayZone

米 国 政 府 は 投 資 効 果 を 高 め る た め に 、 一 般 企 業 や 他 の ソ ー ス か ら の 調 達 手 段 も 併 せ

て 確 保 さ せ る よ う に し て お り 、 こ れ が 政 府 基 金 と 産 業 界 か ら の 資 金 と の 境 界 を 暖 昧

に し て い る 要 因 に も な っ て い る 。

・fundswithmatchingrequirements

→fundingvolumedependsontheextenttowhichindustryfundscanberaised

-一レforexample,supercomputercentershavemorethan1:1matchingofgovernmentfvndsbyindustry'

funds

・cooperativeresearchanddevelopmentagreements(CRDAs)

一ーレsignificantstructureparticularlyfdrc◎operationbetweengovernmentlabsandindustry

→forexample,theNationallnstituteofStandards(NIST)participatesinoneCRDAforabouteveryfive

researchers

・informalagreementsandequ〔pmentsponsoringwhicharehardtotrack

→equipmentdonationsbyindustry

→e.g.,mostoftheequipmentinBerkeleゾsNOW(NetWorkofworkstations)projectiscontributedby

industry

-一 ◆exchangeofpersonnel

→e .g.,theNISThosts1200guestresearcherseachyear

図 一13

例 えばガバ メ ン トとインダス トリーの両方が一緒 になってプロジ ェク トを運営 してい くとい う

ような ところは、民間 のお金 が流 れ込 んだグ レーゾーンの ような ものが外側 にあ ります。 これ は

2500億 円の外 にあ ります。

ITlNon-ITGrayZone

さらにIT領 域 とIT関 連領域 の境界 にもグ レーゾーンが存在 する。

●R&DfundinginIT・relatedfields

→problemhereisthedetinitionof"jT"andofseparatingITfundingfromnon-ITfunding

→suchproblemso㏄ur,forexample,intheareasofcomponents

・governmentfundingthatisnotdirectITR&Dfunding

→inthiscase,theproblemisthedefinitionof"R&D"andhowtoseparateR&Dfundingfromnon-R&D

tunding

-→forexample
,investmentsincomputingandcommunicationsinfrastructuretorresearch

→for,example,fundingofeducationandtrainingofnon-ITscientistsintTtopics

・apPlicationsresearchvsfundamentalITresearch

→manyprojectsmixITR&DfundingandITapplicationsR&Dfunding

-→forexampie
,muchofthecomputationalscien◎eR&DfundinggoestojointteamsofITand

apPlicationsresearchers

図－t4

それか ら、 こちらの ほ うが問題ですが、ITを どうディファインす るか とい う ときの、ITな

のか、NonITな のか とい うグ レーゾ ーンが あって、 これが もう少 し外 にあ るだろ う。 これは ど

の ように もエステ ィメー トで きます。

特 に後者 のほ うの グ レーゾー ンは、IT分 野 の と言 った ときに、 もう少 し広 い とい う見方 を し

てい る人 は、 この グ レーゾー ンを もう少 し取 っています。 ただ、 いろい ろな人 にIT分 野のR&
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Dと い うの は国家 予算 で どの くらい行 ってい るの か と聞 くと、直感 的には2000億 円か ら3000億

円だろうとい う感 じの ことを言 う人がが な り多 いので、下か ら積 み上 げなが ら数字 を見 てい くと、

だいたいその くらいの ところで はないか と推計 してい ます。

NSFandARPAShareofTotalITR&DFunding

25億 ドルに およぶIT関 連分野 への政府援助額の50%以 上(約13億 ドル)はNSFと

ARPAか ら調達 され ている。

齪

∋羅
臼1跳

$297m‖110n$99mi|1旧n

(75%}(25%)

ABEAlnSldgHpcc(拓61dθHP㏄

∋蕪:1:;:
$344mi‖lon$560mi‖ ゆn$904mi‖lon

(38%)(62『Ve}{100%)

(FY959s目matgdda白:applicationsandθducatbnouts|dθHPCC

gs口matgdbyADL}

興
趣

⑨漂n

噺嘱 羅 $㍗瓢

$漂1『n

$Mlmielien$659milliOn$1.300miltiOn

(49%){51%}{100%}

図 一15

この数字は まだ直す余 地 が多 々あ りとい う感 じの ところです が、い まの時点でベス トエ フォー

トで出 して きた数 字 と しては、2500億 円に及 ぶIT分 野の援助額 の約50%以1二 、1300億 円 くら

いはNSFとARPAを 通 して流 れてい る と思 い ます。 なぜ こう言 うか という と、半分 強 くらい

の ものがARPAとNSFに あ ります。ARPAとNSFを よ く見 てい くと、 その中が どうデ ィ

ス トリビュー トされ てい るか、 おお よそ推測 で きる とい うロジ ックです。

その ときに もう少 しブ レー クダウン してみ ようとい うと、横 軸 はHPCCの コンポー ネン トの

中なのか、HPCCの コンポーネ ン トの外 なの か、縦軸 はア プ リケー シ ョン寄 りの 開発 なの か、

もう少 しテクノロジー ・リサーチ とかイ ンフラの ところなのか とい うことで分 け ると、 インサイ

ド、アウ トサ イ ドは先ほ ど申 し上げ た ように、お お よそ半々です。特 にNSFとARPAか ら行

っているのは半 々 くらいですが、 テクノ ロジー ・リサーチの イ ンフラとアプリケ ーシ ョン系 とい

うのは、7対3く らい の割合 でデ ィス トリビュー トされて いる とい うことが言 えます。NSFの

ほ うはよ りベー シ ックな ところ、ARPAの ほ うは よ りアプ リケー シ ョンサ イ ドとか、 よ り開発

に近 いようなプロジェク トへの出資が多 い とい うこ とが あ ります。
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米国政府による情報技術研究開発運営の現状と技術開発動向

PrioritizedApproach

NSFとARPAが 政 府 基 金 の50%以 上 を 占 め 、NSF,ARPA,DOE,NASAがHPCCの

80%を 占 め て い る こ と か ら 、 以 上 の4機 関 を 中 心 に 今 後 の 調 査 を続 け て い く。

|nsideHPCCOutsideHPCC

"BigFour"

(ARPA,NSF,
DOE,NASA)

Others

ln-DepthExamination

灘 織 源頭蹴i蓑… ByExampleOnly
7・ ㌧亦 ・P・.

図 一16

これか らどこを詳 しく見 てい こうか とい うときに、い ま申 し上 げた ように、NSFとARPA

が約半分以 上 を占めて いて、 ビッグ4と 呼ばれてい るNSF、ARPA、DOE、NASAがH

PCCの8割 を占めて い るか ら、 ここの ところをかな り詳 しく見 てい こ う。それ以外 の ところ、

エグザ ミネーシ ョンの ところは少 し浅 く見 る。バ イ ・エグザ ンプル ・オ ン リー につい ては、 お も

しろい ものがあ るとい うこ とであれば引 っ張 って くるとい うような感 じの見 方で進めてい こ うと

思 っています。
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'

2.米 国連邦政府機関は どの分 野 に研 究投資 してい るか

2.1研 究投資 されている技術 分野

ロ

ー

GovernmenttTR&DFunding:SystemandTotalFunding

TechnologyArea

Resea「chvsl"f「ast「uctu「eFundi・g
.

口 HowlsResearchAdvancedToCommercialization?

StageofResearch/TypeofRecipient

GovernmentTechnologyTransferMeasu ,res

CharacteristicofSu㏄essfulProjects

図一17

どこにフ ァン ドがな されてい るのか につ いて説 明 します。

CICTechnologyBreakdown

CommitteeoftnformationandCommunicationは,政 府 に よ るIT関 連 研 究 基 金 分 野

(約20億 ドル)を 以下の7つ の主要領域 に分 け、その援助額 を推計 している。

`為d6no㎏ 驚'敵姑 ・・.・蔦 節 制Q9撤
………,因膓・;$提n醐91… %.::1:

Components
prooessesfo「ebd「onにoomponents,qptoebctro「"cs,massdatastorage,energystorage,

塗systems
、modelsandpr㏄essesbrinterconnedsystems,ebdlomechanica|

assemb旬,dis回ays,込sers,vk拓oprooessing,h㎏h-bandwk眈hbusses,…

$370million 18%

Communica60ns

anabganddig口alw∬elessservices,mk訂otomac⑩ce‖ubrsystems,scaleabk∋,rel砲ble,arKＬadaptive

routingabo揃hms.・mu蹴icasting,oeMo欣secur貿y,.networkres◎urceallocationandma頂gemenしo中 にal

sw"chingandtra腿smissbn,satenneser屹s,nomadbcomputingar㎡access,interrK}Mo巾ngand

interoperability,encod㎎andcompressφn,eledr㎝icoommercθsu脚,● ●・

$270mi‖ion 13%

Comp山ngSystems

balancedPar剖 ㎏lsystems,scaleableParallelsystems,mun紀om叫e「s,bc剖 一計eadustersd

oommod薩ywo水sはtbns,para‖elVo,inteη 》rocessorcommunぬtion,vedorprocessing,shared

memoryabstradions,gkわalmanaggmentdmemoryanddala,modelsσloompα 田bnltheor.tical

loundatior古ofoor叩uterdesign,.● ●

$290million 14%

SoftwareT◎olkits

languageandpr◎ 伊ammingparadigms,◎ompi治rmelbDdologyandoptim口ationtechniques.operaおng

systemS,inte㎡aoes,so口waretoolsand田branesjramewor㎏forapP6catbn

devebpment,runtimesystems,theoreticajfotmdatbnsoIcom回exsonwaresystems.…

$285miilion 14%

ln㎏16gentSystems
speechreoognnbn,n剖We!anguageur砲erstanding,systems,imageprocessingar泊

recognition,art『kゴalinte|1㎏enc9,sensors,bamingsyslems,adaぱWesystePns,.● ●
$180millbn 9%

ln句mationManagement

databasedesignardmanagemθnt,oontentarほlysis,didbnariesandindexes,dataoornpressbn,data

storageandorgan迂ati㎝,k唱k泡landphysicaldesignschemes,datadescnptiona耐manφu込t㎞

bnguage.query㎏nguagesarKIprooesdng,transadionprocessirlg,● ●・
$70m‖lion 3%

Applica60ns

◎omp頂ationa|a㎏or"hms,◎omputatbnalgeometry,oomputatio旭landadaptivegridsanddala

strudures,symbdicandnume"ca1compu加g、gra両k芙 …andvisua|口ati㎝techniques,mathematic司

modebo`physbalandbbbgbalsysternsforpara‖elprocessmg;allintheoontextofHPCσsGrand

andNalior砲IChanenges

$550mi‖ion 27%

Source:CIC

図一18

個 々のテクノ ロジー については細 か くはご説 明 しませ んが、CICの テクノ ロジープ レークダ.

ウ ンとい うものがあ ります。 オープンにな ってい る部分 もけ っこうあ ります。
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米国政府による情報技術研究開発運営の現状 と技術開発動向

CI・Cは2000億 円 をテ クノロ ジーのエ リア に分 けて、プ ロジェク トを詳 しく見 てい くと、キ

ー ワー ドと して は、 テク ノロジーエ リアにア ソシエ ー トす る格好 の技術 分野 とい うの はこ こに挙

げ た ような もの だ とす る と、 トー タルす る と2000億 ち ょっとにな ります が、 こ うい う格好 でデ

ィス トリビュー トされ ています。 これは発 表数字です。

CriticalTechnologieslnstituteBreakdown

CICの フ レ ー ム ワ ー ク は,CriticalTechnoldgiesCommitteeに よ っ て 作 成 さ れ た

NationalCriticalTechnologiesListで の 区 分 け に 則 っ て い る 。

.1..1.1.F1.■FlF...L」.■

iiiii㊦'∵.'".'..'1'「 「.1}真閥 iii}s泊bi;il=1"`「 『』. ・iii:↑

Components

high-densitydatastorage

th}n・filmrecordingheadtransducer,recordingmedia,high・dens忙y

RAM,opticalstorage,magnθt'opticalstorage,holograρhic

oPticalelθments.oarallθldatacontrollers

high-d6finitiondisplays
.

撤hography,circularitypatterning,glasssheetproduction,thin-fi|m

tgchn泊uθs,holoora【)hicdisolavs

hioh・rgsolutionscannino hioh-vielddgtector.arravs

Communications

datacommunication chaotにqraDhicscomPression

N/Asionalcondnioninqandva6dation

telecom/datarouting

broadbandsw碇ching,programmableradios,wireless

communication,cable,fibre,satel川egroundcommunications

Protocols,mobilecomPutinosvstems

ComputerSystems

.
intθroretabilitv datainterchanqestandards.productdata6xchanqe

parallθlprocessing
MIMD,SIMD,VLIW,Systo騎carrays,specializedparallel

coProcessors.hvDercubθs.Daralleldatastoraoearchitθctures

・

Software&Toolkits

8ducationandtraininqsoftware multimθdiaauthorinotools.militarvtraininq

nθtworkandsvstemsoftware naviqationandresourcediscovervtools.directions,rθqistries...,

modelingandsimulationsoftware

virtualbattlefiθlds&weaponssystems,atmosphereandglobal

systems,comρutational伽iddynamics,agriculture,cellular/

bimolecularfunction.comPutationalPhvsics,

SOftWareengineeringtOOIS
CASE(Computer-AidedSoftwarθEngineeringTools),user

intθrfacedesbntools.softwaretestinotools,ICdθsiqntools

paW8rnrecognition
virtualrθal口ysoftware,naturallanguagerecognitbn(s∩9ech,

handwritinq、.muni-rnediaoperatinosvstems
・

soWwareoroduction raoidorototvDinomodular/obiθct-oriθntθdDroorammmq

SourcelWh醜e卜 ★)useC而 ヒalTechndogbsList

図 一19

CriticalTechnologieslnstituteBreakdown

CICの フ レ ー ム ワ ー ク は 、CriticalTechnologiesCommitteeに よ っ て 作 成 さ れ た

NationalCriticalTechnologiesListで の 区 分 け に 則 っ て い る 。

Fr.;,;.'.

ii≒i蒲藺i面61屠)鷲 真髄 :i:;:is鱒:二;';A.ea .:iT㏄h員61壷9治 事 1

lntelligentComplexA(bp6ve

Systems

autonomousroboticsdeviCes sensors,siqnalprocessinq,software,robotics

a巾fiCialhtelligenCe
knowlgdgereprθsentation,computer-basθdreasoning,machine

leaming

lnformation

Management

datafusion multi-spgdra{dataprocessinq,distributedarraVprocθssing

large-SCalginfOsyS!emS
瀦 識9ごabasemanagemθntt。 。ls'「θaHimela「gescaleinf。

heahhsystθms&Services inteqratedelectronicpatientreoordanddecisionsupportsystems

integratednavigationsystems
el㏄tronicchartsdatainformationsystems,on-the-flypos直ioning,

real-timeenVirOnmentalinfOSyStemS

Sensors
physicaldevices

microsensors,pr㏄essors,chemicalsensors,passivethermal

imagesl.pointsourcgpassivgthermalimagθrs,photo/IRdetectors,

multi-spθctralintegratedsgnsors

integratedsignalprocgssinq lR/rodawsθnsors

Souroe;WhiteHouseCriticalTechnologiesList

図一20

委員

ヨ ツ

この時間的 な変化 とい

トです か。

うようなお話 はあ とで出て くるのですか。 これ は今年 のス ナ ップシ

ADLそ うです 。 ここは小 川 さん ともお話 ししなければいけませ んが、プ ロジェク トのス コープ

とい うものがあ って、 この プロジ ェク トは期 間が短 くて、相 当膨 大な調査 を しなければい けない
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ので、 この プロジ ェク トの中で どこに フォーカス して何 をや るか とい うのは、要 ご相談 とい うこ

とにな ります。

AITEC期 待す るアサイ ンメン トとして入 ってい ます。

ADL難 しいのは、アメ リカ も似 てい るんです。表現 は よ くないか もしれ ませんが、政府 系の組

織 か らお金が流 れてい くと、 こ うい う分 野 ではそん なに ドラスチ ックに変 わ っていないんです。

こうい うところ をデ ィス トリビュー トす る担当者 とい うのは、 あま り変わ ってい な くて、 ここの

予算 が ドラマチ ックに変 わった りす る と困 るといいます か、その ような ところはどこの国 に もあ

ります。過 去 を振 り返 って も、 こ うい う数字の レベ ルです ご くお も しろい絵 が作 れれば、私 も作

ってお見せ したいのですが、あ とで時系 列の数字 が出てい ます が、驚 くほ どパ ーセ ンテージは似

てい るんです。似 てい るとい うか、過去 か らい まに向けてそ う変 わっていな い とい うこ とがあ り

ます。

研 究者で も、二千何百僚 を全部 デ ィス トリビュー トした ときに、全 部がす ば ら しい研究者 だ と

い うこ とで はないので、予算の枠 があ るので、相 当 アウ トデー トな ことを取 り続 けている とい う

人 も中にはい ます。 いまの時点 で仮 説 として持 ってい るの は、 それが こ うい うマク ロな数 字に影

響が 出てきてい ない とい うのが正直 な感想 です。

委員 カテゴ リー と しては変わ っていな くて も、逆 に言 えば変 わってい るところはあ りませ んか。

ADLそ こは定性 的 には見 えるんです。 ただ、定量的 には見 えに くい とい うのがい まのポイ ン ト

です。

AITEC確 かに もう一つ 中に入 っていか ない と分 か らない。

委 員CICの もの は半分 はHPCCで す よね。そ うす る と、HPCCと トー タルのCICの 金

でバ ランス的 に ドラスチ ックに変 わってい るところはあ りますか。

ADLア プ リケーシ ョンの ところです。

委員 アプ リケーシ ョンの ところが トー タル だと多 い。CICだ と多 い とい うことですか。

ADLも う少 しお見せ してか らお話 しします。
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米国政府による情報技術研究開発運営の現状と技術開発動向

HPCCProgramBreakdown

HPCCプ ロ グ ラ ム(総 額:$1,165.85Milli(in)の 技 術 分 野 ブ レー ク ダ ウ ン は次 の 通 りで あ る 。

;;li9閲燗 硲iie醐 願ont 顯=i臼n繭 齪 鱒"F蝋d磁i;、 … iii斑ii

High-Pθ 斤ormance

Compu肋gSystems(HPCS)

scaleaUeparallelsystems,parallelレolocal-areawoゆq…ta面onclusters,message-passing

inmassivelypalal|θIpr㏄esso偲,systemstoolsbronlineandysisolrθal・UmeOS,

sharedmemory

～$155 .77

million

13%

NationalResourceand
EducatbnNetwork(NREN)

ne㎞rkconnectivityofpuUicorganiza60ns,gigabitne畑orking,advancθdnet"⑩rklng

componθnts,op画ca|ne㎞)rking,ne"》ork-capaUeapplicationsandtools,ne柵ork

security,dismbutθd髄1θsystems,pdvacy・enha唯dcommunica加ns,network

mar旧geme川,,

～$186 .05

mi舗ion

16%

AdvancθdSoftwarg

Tθchnology&Applications

(ASTA)

computa60nalscienceapP|ica⑯nsforhig卜pe㎡omanoecomρuters,para‖e|opera`ng

systems,languagesandt◎ols,parallelalgor油mandda白 白eoryandapplicaUon,

distributedoompu6r口,.

～$390 .41

million
33%

lnfOrma60nl㎡raStrUCtUrθ

TechnobgyApplications

(llTA)

virtualreality,te|epresence,networkhypermedia,scaleablestoragemanagementandda胞

repositorbs.obiectda田bases,mul面mediao均ects,elec甘oniccopyrightmanagement,

mobiboompu加g,securenetwod{s,Pηva㎏netwo水s,.

←$326 .91

million

28%

BasicRθsearchandHuman

Resourcθs

systemso血waIe,programminglanguages,oompl|ers,tools,virtualrea|ity,algorithmsand

rnodels,so伽areengineering,computerandscienceeducation,.

～$106 .71

millbn
9%

働 ・層7F7F7P

GrandChalbnges

(TheseeverlapstrongSywi吐1ASTA.)
appliOdfiuiddynamics,.environmθn胞l

mOdeling,eOOSyStemSSimUlatien,

biomedica|imagingandbiom㏄hanics,

molecubrbiology,moleculardθsign,

cognition,fUndamentaicomputational

SC釦enoes,...

撫 ・・,.,.9..

(Theseover|apstronglywithllTA.}

digi回!ibraries,publica㏄essb

gOVernrnentinft)rmaりOn,eleCtrOniC

◎omrnerce,cWilinfrasロucture,educa60n

andlifelong|earning,energy

mar旧99me爪,enVirOnmen已lmOnitOring,

hea愉care,manufacturing,_

S◎urce:HPCC

ProgramFY96

1mplementation

Plan

図 一21

HPCCの ほ うは この ようなプ レLク ダ ウンになっています。

NSFTechnicalOrganization

NSFに お い て は 、IT関 連 のR&DはComputerandInformationSciencesEngineeringデ ィ レ

ク トレ イ ト(CISE)と 、Engineeringデ ィ レ ク トレ イ トが 担 当 して い る 。 又 、 こ れ ら以 外 の

デ ィ レ ク トレ イ トはApplication-specific(特 定 用 途)分 野 の 研 究 に 関 連 して い る 。

z 、・、

CISE

Comμ 舶r&

lnbrma⑯nSd
gnc8and

∈noingemg

($258m)

Watll馴 ・旧`・uolandPhy剖calSclenceS

($645m)

andPola「P「09「ams

{$641m)

i1;㏄1・1,曳havl。 ・・1,・ndE。 。㎜1・sd㎝ ㏄ ・($11・ ・}1

BIOIoglcalSclence

($301m)
■

■■■2召縄●一
一

Englnee加g

{$320m)

r『・'in&O.「 ◎ 川y
ノ
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NSF全 体 と しては、CISEと い うプ ログラムに258億 円 とい う数字 があって、 アプ リケー

シ ョンサ イ ドか らのエ ンジニア リングとい うところがITのR&Dの 部分 として もう少 し入 って

い る というのがNSFの 状 況 だ と思 います。
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NSFITProgram8reakdown

NSFのIT関 連ディレク トレイ トが関与 しているプログラムの技術領域 をブレークダ

ウンすると以下 の表の ようになる。

C恰E・AllPmgram虐

Computθr&Computstion輪s● 巴rch
Compωer&Comput蹟bnTheory

㌫器儒謬 瓢 断篇認㍑垣i㎝
SoWwar6Sy試ems
S◎nwa,9Engineering

lnf⑲nnetionRobOtics&`nt●tllgentSystems
㎞owbdge&DatabaseS)tstems

RobotぬsandMachinelntelligenoe
tntgraCtiveSystems

!r面orrnat㎞Tedhnobgy吋Orgamiza3bns

凹|6rod●ctronicsln句rm660nPrOC●ssingSys佃ms

D鞠n,ToolsandTest

microebdr㎝icsS拶t㎝Ar《 洞edurg
Ciro」`sandSigr旧 』P-ing

ExperimgntajSystems
SystemsPrototypingandFabxication

AdvencedSclenceComputing

oe耐grS

NewTechnobg已s

N●軸 ゆr日㎎8ndOommunlc8tionsR■ 別旧時h&`n駒 胞tectUre

NSFNet
N9"MerlcingandCommunicatiortSResearch

Cro89-DI5clPlln8ryActivtties

CISE|nstitUtionallntrastnＬCtUte

CISE|rtstrumentation

FV95($mll110n)

40.3
9.8
7.5
4.4
13.4
5.3

32.3
14
7.1
5.6
5.6

25㊤

4.8

4.5

4.8

8.3

3.4

792
73.5
5.8

565・
45.2

11.2

242
20.7
3.6

ResearchＴoplcsCove怜d(NotNecessarilyComplete}

・fundam8耐a"heoryurlder{yingdevebpmentofbetterapplica"ons
.numericalsoiutionso{scienceandenginee而ngapP{icatk)ns

・prcわlemsincreating ,maintaining.andmanagingreaj・timesystems
・programrning|anguageferhigh-pert◎rmancecompu伽g
●co「nputersecurity

・computatbnalgθ ㎝gtry

.designoldatabaseandkn◎wtedge-basedsystems

・intorrnations)tstemsind垣rわ"edandnetworkedenvironments
・virtualrea蹴yandmultimedia
・human{anguageteChndOgy

・senso「,basedoontroloti「 灯e‖igentrobots

・theor創 にajfoundalionof|Candsystemdesign
・rapidsystemsprotorypingtorexperimentaliOnandmanutaCturing

・packageandinterconnecttechnologLes
・c。m四mgsyst㎝sarchit岨uresanddesゆm◆th。ds

・mun卜dimaortiOnalandVLS|signalprocessng

・so伽varetoolstorhighpertorrnanoecomputing

・compUtationattθchniquesandsoftwaretorparaile|systems
・oomputergrξ やhicsandscbncevisualiralion

・communkations ,inlomation,andnetworkthe◎ryandtechndogy
・codingandoodedmodubtbn・radiosyStemsandnetworks

・Video,speech,image,ar)ddatacompress]on・protocoltheory

.instruCtiOnajsoftwarθandtechnobgies

●computereducatbn

Engmeαrlng(日ectric81&Comm.Sys●msProgr●mOnly,

QuantumElectronヒs,Waves,andBθ ㎝s

C㎝m画 αnbns加d(袖mp岨bn剖Systems

So旧StateandMicr◎stnＬclu喘

E㎎ 恨 而gS困 ㎝s

funding

㎏velS

remamto

be

researched

・optosisctreniCsandoptica|oomputir)gandstorage

・opticaln∈rtworkingtechndogy

・mヒrowaveoommunk温tions

・computati㎝alengtneering

・miOrcelectromrnechank泡aldevkoes,mate伯ls,andp「ocesses
・semiconduclorprocessing即dmanufadu而g

・neuralnetwerks,neuralengineering

図一23
Source=NSF.FY95BudgetEstimate

NSFの プログラムはこの ようになっています。 ですか ら、 いま申 し上 げた数字の ブレークダウ

ンを見 てい くと、彼 らがカテ ゴライズ したカテゴリーで どの くらいかというこ とが分 か ります。例 え

ば、 こうい う トピックがこの金額 にアソシ」一 トされている とい うのがNSFに 関する数字 です。

ARPATechnicalOrganization '

ARPAのIT関 連R&Dは"lnformationTechnologyOffice"と"ElectronicsTechnol(igyOffice"で 集 中 的 に 行 な わ

れ て い る が 、 同 時 に そ の 他 の オ フ ィ ス に お い て も か な りの 「「関 連 研 究 が 実 施 さ れ て い る 。

lnformattonTechnology

・neuralnetWorks

・terabitnetWorking

.compute「systems
・computer-assistededucation&training

・infOrmatiOnSurviVability

・humanintertaoes

・natUrellanguageunderstanding

'comp◎nents

・scaleablesystemsandsottware

・SOftwareengineering

・algorithms

ElectronicgT㏄hnology
・Lj伽graphy
・display

・high^powereleCtronios ,Iow・power
e|ecヒr㎝iCS

心integratedimagingsensors

・intraredfocalplanearray

・microelectromechanicalsyStems

・mlorowavetechnology

・optoelectronics

・rapidprototypingofaPPIication-speCific

signalprocessors
・A/Dconverters

図一24

DetenseSciences

・matertalS(stru(;tUralmaterialS
,

electromagneticmaterials、optica|

materi剖s,materialprooessing)
・mathematics(appliedand

computational)
・designandmanufacturing

.Tactical「rechnology

・mathematicalmodeling
・norいlineardeteCtionandrecognition

●gyroscopicPOsitioningtechnobgy

・simula加n-baseddesignandtraining

・imageunderstanding

sensors

(budgetscurrentiyundertesearch)

{OnlyintOrmatiOnteCtlnO|OgieSare|iSted)

ARPAの どこでIT関 連 についてのR&Dが 行 われているかを示 したのが この表です。
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米国政府による情報技術研究開発運営の現状と技術開発動向

ADLTechnologyClassitication

ADLは 、 先 述 の よ うな様 々 な ア プ ロ ーチ を参 照 してIT関 連 技 術 を4つ の領 域

(Classification)と10の カ テ ゴ リー に分 け 、政 府 のR&D資 金 を推測 した。

TotalFunding % Categories
'

亨undmg % ResearchArea
Trend
(%o囹llu㎡s}

Hardware $825million 33%

Hardware

Te(ポnobgy

andArch油c匂 」re
$240million 9.6

%

researchadvarlclngthes』teofcomputerhardwarearch`ぽtureand

technology,suchasresearchlnscala回ecomputerarchＬt㏄tures,

supercompu加g,parallelprocesslng,theoretlcalmodelsofcompu已60n ⇒
ComponenS $132million

5.3

%

「esea「chIndectronlccomponents由atmlghtbeappl)edtoavar`e呼of

systems,suchasresearchmopbelectronlcs,massda箇storage,vldeo

pr㏄essmg,㎞Jssystems,ebctrornechanlcaisystems
⇒

ComputerSys㎏ms

lnWas㎞UC【 りre
$453million 18.2

%

acqu▲s`t旧nandoperaカonofsLlp∈rcornputerfacll|Wes

⑱

So廿ware $650million 26%

Systemsonware,

⑩ols,arld
mlddlθwコvo

$344million 櫓.8

%

researchadvanαngthestat80fcomputerso筒ware㎏chnobgyand

creat`onofso㌔retoolsandmlddleware,suchasresearchmoperatmg
systerrlsorprog'ammlnglanguagesandcreatlonoflbrarles 、

tntel|8gentsystems
andhuman
Interface

$221million
8.8

%

res田rchma戊llclal旧tdllgence,n。bgtlc5,andhumaninte㎡aceprobl㎝s.

suchasresearchInspeechrecogn巾on,naturallanguageunders協nd【ng.

sensors,adap6vesystems ⇒
lnlorma60n
Management

$85million
3.4
%

researchInlnformatlonma

databasedeslgnandmana

proce舗lng,lo9`ρ2[a㎡ph

a俳mentSySt㎝S,SUChaSreSearChm

ement,queロ1anguages,t　 ansaCt[On

I'o`d鱈ion
∨ ⑱

Communi
-catbns $350million 14%

Commun|caOons
Technobgy $172mil‖on

6.9
%

reSearChadvanCmgthes薗

SUChaSreSearChInhrgh-
secun呼,nornadiccor叩utl

eofcomputercommunlcationtechnology,

peedne㌔mrkjng,wlrdessseMces,network 夢
Communba60ns
lnfrastructure

'$178
milllon

7.1
%

acquls}60nandoperat)onofhlgh・perforrr旧ncecomputercornmun|catlons

ne撫 めrksandservlces 夢

Applbatio-

ns $675mil|ion 27%

Cgmpu励 。nal
scer1匡培

ap自ica60ns
$371million

14.8
%

creatlono「so触 ヨreandcornputatlonaltechmquesd`rectedatsohnng

sぽ1¶cscientl備cprobbmsarx】apPIIcat(前s,suchasgraphlcsard

VISUallZatlOnt㏄hnlqUeS 夢

Non-SCIe咄flc

appllcaOons $304million 12.2
%

crea60nofso㌔areforotherthansc`ent而cpurposes,andeducat旧narld

セamlngle.gcreaロon。fmll`栖 ツsohw田e.teacher。rsclentlsteducatl。n ⇒
Total $2,500mi|lion

(CurremADLEstimatesfor1995)

図 一25

そ うい う数字 を全 部総合す ると、 これはわれ われの数字ですが、2500億 円 をHPCCと かCI

Cと かNSFな どが分 けている技術 の カテ ゴ リーを横 に見て、 どの ように リオー ガナイズす る と

全体 の トレン ドが見 えるか とい う分析 を して、 もう1段 違 うカテゴ リーに して金額 をエステ ィメ

ー トしたのが この表です。あ ま り細 か く分 けて も トレン ドが見 えない と思 うので、10の カテ ゴリ

ー に分 け る と、ハー ドウェアの分 野で、ハ ー ドウェア ・テクノロジー ・アーキ テクチ ャー、 コン

ポーネ ンツ、そのイ ンフラです。それか らソ フ トの ところで システム ・ソフ トウェア ・ツール と

か、ミ ドル ウェアとか、インテ リジェン ト ・システム ・アン ド・ヒューマ ン ・イ ンター フェース、

イ ンフ ォメーシ ョン ・マネージメン トとい う分 野があ ります。

コ ミュニケー シ ョンの ところは、 コ ミュニケーシ ョン ・テクノロジー とイン フラス トラクチ ャ

ーです。 ア プ リケーシ ョンは、 コン ピュテーシ ョナル ・サイエ ンス ・アプ リケー シ ョン とノン ・

サ イエ ンテ ィフィックなア プリケー シ ョンとい うように分 ける と、2500億 円は おお よそこ うい う

格好で デ ィス トリビュー トされているだろ うとい うこ とです。細 か く言 い出す とき りがあ りませ

んが、政 策 を考 えてい くうえでの指標 と しての数字 になるのではないか と思 え る角度 になってい

る と思 います。

先 ほ どの時系 列の トレン ドといった ときに、い まの時点でこち らに示 したのは、 どのへ んが伸

び てい るのか、 どのへ んが衰退 しているか とい うか、関心のシ フ トがあ るのか、あ るいはファン

ドの流 れ を定性 的にま とめたのが右側 の矢印です。
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AITECこ れは何 に よって上 がった り下 がった りしてい るんです か。

ADLこ れはイ ンタビューです。 イ ンタ ビューの数 はまだそ う多 くあ りませ ん。 インタ ビュー と

い うのはい くらや って も定量 的にな りませ んが、 ここは もう少 し自信 を持 って こうだ とか、二重

丸 があるとい った こ とはで きる と思い ます。

TotalResearchFundingvsHigh-LeverageFunding

以上 のよ うな分析 を通 じて トレン ド大略 を把握 するこ とがで きたが、今後 は資金援

助パ ター ン詳細分析 よりも、最 も成功の確率 が高 く、インパ ク トの大 きい最重 要研

究課 題 を特定 することに注力すべ きだ と考 える。

canshowonlybroadtrends

containsbtsofbw-impaCtresearch

qUantitatiVeeStimateSargrelatiVdygaSy

HIGH"LEVERAGE

典

thereal"vvindowtothetUture」'

bUtquantitativeestimatesoffunding

aredifficult

畿'㍑ 瓢=舗 ・r課 ・品男assivelypa「allelsystems.「「esea「chin
.howcanastaticorganizatbnalstrしKオurelikethatofNSFretlectchangingtrendsin

rθsearchtopicsovθrtimθ?

図一26

アメリカ人 のス タッフた ちがぜ ひこの こ とを皆 さんに説明 してほ しい とい うの は、 トー タル フ

ァンディングは2500億 だけれ ども、その10分 の1く らいが相 当評 判の高いハ イ レバ レッジ ・フ

ァンデ ィング、要す るにその影響 は非常 に大 きいであ ろ うとい う分 野の研 究 になってい るそ うで

す。ですか ら彼 らはそれ にホ ッ トとい う言葉 を付 けて、 こち らが ウィン ドウ ・トゥ ・ザ ・フュー

チャーだ と言 ってい ます 。

実は全体 の数字 とい うのは、先 ほど申 し上げ た ようないろい ろな要因があ って、2500億 円が ど

うなってい るか とい うこ とを見 てい くよ りも、み んなが一番 お もしろい と思 ってい るの は、 どん

な ところだ ろう というこ とを調べ てい くほ うが価 値が 出るので はないか とい うこ とを仮説 と して

持 っていますが、皆 さんの意見 をぜ ひ聞い てきてほ しい とい うのがアメ リカ人の ス タッフの要望

です。ここはあ とで もう一度議論 させ て くだ さい。
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米国政府による情報技術研究開発運営の現状と技術開発動向

High・LeverageReSearChAreaSandPrOjeCtS

以下 にハ イインパ ク トが予想 される研究領域 を中間的に まとめ たが、今後の分析 を

通 じて、 より重要 な分野、プロジェク トを明確 に してい く。

High-LeverageResearchAreas SampleOngoingProlects

護霧 Haπ 柵areTechnology&Architθctu爬}
systθm-areanetworking,distributed

memoWarchit㏄ 馳res,.

NOW(Berkeley),SIOF(Lawrence

Livermore、

Hardwarθ Components
oomρuta60na{semioonductor

prototyping,optoelec廿1ccomponents,.

CP21SS{Stanbrd),OECG(UCSD),

CbmputerSystemslnfrastructure Supercomputercenters,、 NCSA,SDSC,,

SoWware

Systemso代ware,too|s,mic対1θware
parallelscalableconcur了ent

programming,.
SCPL(Caltech)、HORUS(Cornell),.

lntglligentSystems&humaninterfaCe naturallanguage,imagerecogni60nド. VirtualRe6na|Display(Washington),,

lnfoma60nmanagement concep田alqueries,mediaserversい SAlRE(NASA),FICUS(UCLA),.

Communi

cations

Communにa⑯nstechmlogy
nomadic◎omputing,

gigabitne鯛or葡ng,.

GraoefulDegradation(Columbia},
lnfoPad(Berkdey),.

Communica60nsinfrastructure
「NRENi耐 ヨstructure

,. NSFNθt,ESnet,.

Applicatio・

ns

ComputationalscienceapPlica価ons
environmenta|modeling,molecular
biology,.

Urbanairpollutionrnodel(Caltech),

NCBIGenBank(NしM},.

Non-scienceapPlications
鵬 ぽes・ 田 「a‖el。。mpu`hg 舗瓢自認零a㍑;二!巖㍑;評!:.

(currgntADLhypotheses)

図 一27

これ もまだ プロジェク トを始めたばか りで、包 括的ではあ りませ んが、インダス トリー ・ビジ

ョナ リー と言わ れる ような人 たち、例え ば ゴー ドン ・ベル とい う人が いますが、私 は彼 と親 しく

て、いろい ろなプロジ ェク トに顧問の ような感 じで入 って もらっています。彼 な どと話す と、 ガ

バ メン トの プロジェク トには非常 に批判的 です。批判的 とい うのは、昔、NSFの 責任者 をや っ

ていた人ですか ら、NSFの コン ピュータサ イエ ンスのプログ ラムのデ ィス トリビューシ ョンの

責任者 で、全体 のお金 と しては無駄 なこ とをた くさんやって しまった とい う意識 もあ って、 こう

い うところをよ く見 たほ うがいい よと言 われるのが、 ここにい くつか示 した プロジェク トです。

例 えば、NOWと い うプロジェク トがバ ーク レー にあ りますが、 この評価 はかな り高い。私 も

昔、 コン ピュー タサ イエ ンスの学校 を出ま したが、テ クノ ロジーの話 は もうしませ んが、NOW

の プロジェク トはかな り評判が いい プロジェク トです。

その例 を4ペ ージほ ど付 けま した。
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ExampleofHigh-LeverageResearchAreasandProjects:NOWProject・Overview

ExampleofHigh-LeverageResearchAreasandPrqectsNOWProJect-Overvlewカ リ フ ォ ル ニ

ア 大 学 バ ー ク レ ー 校 コ ン ピ ュ ー タ ー サ イ エ ン ス 学 部 のNOW(NetWorkOfWorkstatlons)プ ロ

ジ ェ ク トは 、H|ghLeverageResearchAreaの 好 例 で 、 ス ー パ ー コ ン ピ ュ ー タ ー 並 み の 性 能 を分

散 型 ワ ー ク ス テ ー シ ョ ン ネ ン トワ ー ク で 実 現 す る た め の ネ ン トワ ー ク イ ン タ フ ェ ー スH/W,高 速

通 信 用 プ ロ トコ ル 、 分 散 型 フ ァ イ ル シ ス テ ム 等 の 研 究 開 発 を 行 な っ て い る 。

4

・.㌦ く・

◆ ぐ ㍍・い バ ぽv蒜㌫ 恒輻惹藩 」ポ

　=遠↑

霧
郵ぷ

0訓耐.aM

　　
鑑

ぷぷ

{

NOW

TheBerkeleyNOWprojeCtisbuildtngsystemsuppontorusinganetwork
otworkstations(NOW)toaCtasadistributedsupercompUteronabuiiding
widescale

lnconjunctionwithcomplementaryresearchefiortsinoperating

systemsandcommunicationarchilecture,wehopeto

ψ 埜demonstrateapracticallOOprocessorsystemlnthenextfew

yearsthatdeliversatthesametimθ

◆〆rぱ
ぷ ぷ

(1)bettgroost-performancetorparallelapplicationsthana

massivelyparalielprocessingarchitecture(MPP)and

(2)betterpertormancetorsθquentialapPlicationsthanan

individualworkstation
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ExampleofHigh・LeverageResearchAreasandProjects:NOWProject・Research

NOWプ ロジェク トでは数多 くのサ ブプロジェク トが走 っているが、

NOW全 体 の想の下にうまく調和 ・統合 されている。
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要す るに、 この カテ ゴ リーの 中でハ イ レバ レッジ ・リサーチ ・エ リア とい うの は、 こうい うと

ころだ とい う言 われ方 があ って、 その中のプロジ ェク トはこ うい うふ うになってい るとい うのが

この表です。 こ うい うところを深掘 り したほ うがいいのではないか とい うのが うちのス タッフの

感 じです。

ExampleofHigh・LeverageResearchAreasandProjects=NOWProject-Sponsors

NOWProjectで は 、 研 究 者 の 給 料 は政 府 の 補 助 金 で 、 機 器 の 購 入 は 民 間 企 業 に よ っ て

賄 わ れ て い る 。

Grants

金ARPAGrantNOO600 ・C・2481 .RobolineStorage:LowLatencyHigh

CapacityStorageSystems.

含LawrenceLivθrmorθNationa|LaboratoriesGrantLLL ・B283537 .

A(オiveMessagθsandSplit・C.

金CaliforniaMICROGrant
.RθsearchinHighPertormaficeFilθ

SystemsforGlobalChangeResθarch.

金CaliforniaMICROGrant
.Near-LinθStorageSystemsBasedon

StripedHelicalScanTapeSystems.

金NationalScienceFoundationGrantCCR ・9257974 .NY|・

OperatingSystemSuppOrttorHighPerformanceApplicationsand

Architecturgs.<$27510000vθr5yθars>

'NationalScienceFoundationGrantPFF ・CCR-9253705 ,

Pft-HighlyPara‖81Architectures.<$300ρ000ver3years>

CorporateSponsors

金TheAT&TFoundation

'DigitalEquipmentCorpOration

・ExabyteCony》oration

'Hθwlett ・PackardCompany

禽lntθlCorporation

'lnternationalBusinessMachines

'SiθmensCorporation

音SunMicrosystems

金SynopticsCorporation

金XeroxCorporation

図 一30

後半 で も出て きますが、成功 してい るプロジ ェク トの特徴 とい うの がある ようです。成功 とい

うか、 どうもうま くい っている ようだ とい うプロジェク トの成功要因 とい うのは どんな ところに

あるか。 これはいろい ろな要因があ ります。例 え ば、NOWプ ロジェク トとい うの は、ハ ー ドウ

ェアは全部民 間が提供 していて、国の ファン ドは ほぼすべて を人件費 にあててい るとい う感 じの

ミックスです。その グラ ンツ、 ファン ドも相当い ろい ろなところか らもらい ます。一ー一つの ソース

か らではな く、相 当い ろいろな ところの ソースか らグランッを もらう。それか らコーポ レー トの

スポ ンサー も、相 当多 くの ところが金 を出 します。

この プロジェク トの トータルがい くらか とい うこ とを、 ボ トムか ら推定す るこ とは非常 に難 し

い くらい、グ ランッは別 々の ところか ら取 ってきていて、複数 の先生 方が協 力 してプ ロジェ ク ト

を進めてい くとい うよ うな感 じです。です か ら、 あるプロジェク トリー ダーの グラ ンツ'を見 てい

って も、NOWの プロジェク トとい うの は、 ボ トムか ら見 てい くと浮 き上が ってこない ような感

じに見 える プロジェ ク トです。
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ExampleotHigh-LeverageResearchAreasandProjects=NOWProjectOrganization

組 織 構 成 の 特 色 と し て 、 教 授 数 に 対 して 学 生 や テ ク ニ カ ル ス タ ッ フ の 割 合 が 高 い こ

と が 上 げ ら れ る 。 又 、 規 模(計28人)は 効 率 性 と効 果 の バ ラ ン ス を と る よ う に 設 計

さ れ て い る 。

θfficien(7Y

Σ28・t・ff

(ADLhypothesis)

【～30}staffnumber

図 一一31

それか ら教授 の数に対 して、学生や テ クニ カルス タッフの割合が相 当高 い。ス タ ッフの メンバ

ーが
、 どうい う規模 のプ ロジェク トが サ イザブル とい うか、 マネージブルなのか とい うようなこ

とが、かな り議論 されてい ます。です か ら、全体 のお金が ど うディス トリビュー トされ るか とい

うよりは、 そのお金 を民 間のイ ンボル ブ メン トの役 割の ような もの を含 めて、 どの ようにす る と

コマ ーシャライゼ ーシ ョンの ほ うに役 に立 ってい くのか とい うような感 じです。

ここで もまた議論 は分 かれる と思い ますが、NOWの プロジェク トとい うのはす ご く注 目され

てい ます。 しか し、先 ほ どご指摘 があ った4世 代 目のプ ロジェク トで はあ りませ ん。 とい うか 、

そんなに遠 い話の プロジェク トを、み んながお も しろい、ホ ッ トなアイデアだ とは言 わない とい

うのがアメ リカの特徴か もしれ ませ ん。 いまの時点 でわれわれがい ろいろな とこ ろで議論 して い

くと、1年 半前 に向 こうに引 っ越 したの です が、'5年 とい うの は永遠 とい う感 じがする ようなス

ピー ドで もの ごとが動 いてい るので、10年 先の研 究 というよ うな話 はほ とん ど聞 きませ ん。 して

いる人はい る と思 いますが、大学 とか グラ ンッのデ ィス トリビュー トをす る人 たち も、 そ うい う

人は仙 人の ような感 じで見 てる とい うこ とはあ ります。
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High・LeverageResearchAreasandProjects:SummaryofCurrentProjects

ハ イ イ ン パ ク ト研 究 プ ロ ジ ェ ク トは 、 そ の 他 多 く の 分 野 に お い て 、 目 下 進 行 中 で あ る 。

Abbreviation FuIlName Mainfo四s

S|OF
SCalel!OFaCility

1!Osystemswithperformancetomatchcomputing

perfomanceofparallelcomputingsystems

CP21SS ComputationalPrototypingfor21st

CenturySemiconductorStructures
Computer-aidedsemioonductordesignand

protoツping

SCPL ScalableConcurrentProgramming

Laboratoワ

Techniquesandalgorithmsforapplicationsoftware

forparallelcomputing

HORUS
≡ Generalpurposepla廿orm-independent

◎OmmuniCatiOnarChiteCtUre

一 VirtualRetinaDisp|ay Techniquesfordisp|aydirectlytotheretina

SAlRE ScalableAgent-casedlnformation

RetrievalEnqine
lntelligentsearchtechniquesfortheinternet

FlCUS ≡ Multipleusersimunarleousfile'sharing
一 lnfopad WirelessA㏄essmunimediasystem

NCBl NationalCenterforBiotechnology

lnformation
Networkeddatabaseforbiotechnologyinformation

CNE CenterfortheNewEngineer Educationaltechniquesforengineering

一 lnformedia On-linedigitalvideolibrary

図 一32

先 ほ どホ ッ トだ と言 ったエ リアの 中には、例 えばこのよ うな ものがあ ります。先 ほ ど略語 で書

いた ところを、一部 、 どん なフォーカス の ところがあ るのか とい うと、 こうい う ところに入 って

い ます。た だ、例 えばイ ンフォパ ッ ドとい うプロジェク トは、やは りバー ク レーでや って いて近

いので よ く知 ってい ますが、一、二年経 った ら商用化 して出 て きそ うだ とい う感 じのです。

委 員 それ はち ょっ と違 うん じゃないか な。例 えばNOWな ど とい うのは?デ ビッ ド・タラが学

生 時代 か ら言 っていた話 ですか ら、 もう15年 以 上前 の話 です。 それがい ま ようや く、 ある意味

で見 え る時代 になって きた。研 究 としては10年 以上の歴史 を持 ってい ます。 ですか ら、一一一、二

年の レンジで動 いている というの は、私 はち ょっと首 を傾 げ ます ね。

ADLい まこ うい う格好 で出 て きている、非常 にホ ッ トだ と言 われているエ リアの ものは、い ま

の時 点で のス ナ ップシ ョッ トとして、 お金 が ディス トリビュー トされてい る ものは、 たぶ ん15

年前 は本 当 に小 さか った と思 います。 あ るいは先生の頭の中 だけにあ った とか、そ こに予算 はつ

い ていなか った とか、その ような段 階の ものはあ ります。 お っ しゃるこ とは本 当に よ く分 か りま

すが、政府 の予算 のデ ィス トリビューシ ョンを調べ ていって、多 く流 れているのは どこか とい う

調べ方 を して も、 そ うい うものは出て こないんです。おっ しゃる こ とはす ご くよ く分か ります。

委員 ここでホ ッ トとい うカテゴ リー を選 ばれたわけです よね。 ホッ トとい うもの を選び出 して

い るクライテ リアは何 だ ったのか とい うこ とと、NOWと い うプロジェク トは成功 している とお

っ しゃい ま したが、何 のスケール を もって成功 している とおっ しゃってい るので しょうか。 つ ま

りア ウ トプ ッ ト、論文 ペーパー数 なのか、あ るいは商用化 されてい る製品・数なの か、 あるいは政

府 か ら取 って くるお金な のか といったこ とが ある と思い ますが、 それは何 ですか。

ADL結 果 か ら言 えば、 そ うい うス トリク トなアプ ローチは レてい ませ ん。
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委 員 注 目度 とい うことです か。

ADLア メ リカで ビジ ョナ リー と言わ れる ような人 た ちの プ ロジェ ク トに対 す る注 目度 をイ ンタ

ビュ ーに よって調 べてい ます。細 か い分 野 は細 かい分野 で、その分野 のナ ンバ ー ワンの先生 が、

そこ は評価 で きるだろ うとい うことを言い ます。 ところが、イ ンダス トリー全体 とか、2500億 円

のデ ィス トリビュー シ ョンを見 てい った ときに、産 業界 と研 究会 をつ な ぐような格好で見 ている

人 た ちは、アメリカのイ ンダス トリーの 中では重要 な役 割 を果た してい ます。そ うい う人たち に、

かな り定性 的に聞いています。 そ うい うアプローチ しか取 れないんです。

例 えば論文の数が どうだ と調べ て も、あ ま り役 に立 たない。筋 がいい とか悪い とか、テース ト

がい い とか悪い とい うの は、何 とも言 い よ うが ない ところですが、 そ ういうアプローチ しか取 っ

てい ませ ん。です か ら、 なぜ選 んだのか と言わ れて も、論文 の数が こ うだか らとい うようなこ と

で はな く、 そうい うこ とを言 う人が多 い という ような答 えの仕方 しかで きない とい うところがあ

ります。

委 員 ち ょっ と気 になるのは、い まホ ッ トだ とい うの はご く最近の状況 とか、たぶ んそ うい うと

ころか ら発想 されてい るのだ と思い ます。 です か ら、 なぜホ ッ トになって きたか とか、い ま挙 げ

られ ているい くつかの代 表的 な ものが、昔 は どうだ ったの か。先 ほ ど15年 前 とい うお話 があ り

ま したが、そ うい う段 階か らフォローで きれば、それで ほか の もの と比較 すれば、い まホ ッ トな

ものは どう してそ うな ったか とい うこ とが分 かる と思い ます。歴史 か ら見 る ような アプローチ を

取 るのだ とすれば、 そ うい うところは非 常にお も しろい と思 います。

ADLそ うです ね。重 ねて申 し上げ るの は、 ここはまだあ ま り活動 していない段 階の リス トなの

で、 ここの仕事 をもう少 ししてい った ら、おっ しゃるよ うな ものが 出て きてほ しい と思 ってい ま

す。 とい うのは、ス ピー ドが ものす ご く速 くて、い ろい ろな ものが融合 して きて花 開 くかな と思

ってい るエ リアが相 当多 い とい う感 じをみ んな言い ます。 です か らホ ッ トだ と言 うと、10年 先の

こ とではな く、世の 中に対 して何 年 かの うちにイ ンパ ク トがあ る ような分野の こ とを言 います。

事実、金額のアマ ウン トか ら見 ると、お金 もそ うい うところに流 れてい ると思 い ます。

です からそ うい うインタ ビュー を通 して、第4世 代 の コンピューテ ィングの端緒 になる ような

もの、皆 さんがお っ しゃった ようなこ と、 「次 は何 だ ろ う。 い まイ ンダス トリーは第3世 代 で喜

んで い るけれ ど も、 第4世 代 とい う ものが10年 先 に必 ずあ る と した ら、 その萌芽 に なるのは何

だろ う」 とい う聞 き方 をすれ ば、 「あそ この ああい う人 が こんなこ とをや っている」 とい うこ と

は出て くる と思い ます。 そ うい うもの もこの中にで きるだけ入れたい と思 っていますが、 いまの

時点 ではまだで きて いませ ん。

委 員 もう一つ質問 です。何 がホ ッ トか とい うこ とを定性的 に聞か れた とい うことですが、 聞 き

方 と して、 この プロジェク トはいい よね とい うプ ロジェク ト拾 い上 げてみた ら、 プロジェク トの

傾 向 と して全体 的 にこの ような リサ ーチ エ リアの こ とだ とい うかたちがで きてい るの か、 あるい
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は どの リサーチエ リアがホ ッ トと言 われているの か とい う聞 き方 を してい るのか、 どち らで しょ

うか。

ADL両 方です。

委員 ホ ッ トな リサ ーチエ リア として、 この中で言 うとナチ ュラル ・ランゲー ジ とか イメー ジ ・

レコグニシ ョン と出て きます が、相 当漠 としている。例 えば、 ナチ ュラル ・ラ ンゲー ジ もス ーパ

ー コンピュー テ ィング もデ ィス トリビューテ ィ ド ・メモ リー ・アーキテクチ ャー とか、み んなI

COTと か何 とかでや ってい るこ とです。 そ うす る と、 これが ホ ッ トだ と言われて も、ICOT

がやっていた ら全部 ホ ッ トなのか とい う議論 になって しまって、議論が深 まっていか ない ような

気 が します。そ この ところの聞 き方が どうなのか とい うことに興 味があ ります。

委員 だか ら、 ある意 味 で リサーチか らイ ンダス トリーヘ トランスファーで きる ようなテ クノ ロ

ジー を持 ってい るこ とが この プロジ ェク トです よとい うことで しょう。

ADLも う少 し言 う と、何 の役 に も立 たない研 究 を除いて注 目 してい る もの は何 です か とい う感

じの聞 き方 もしてい ます 。

委員 インダス トリアルサ イ ドか ら見た ときに、い ま注 目 してい る……。

ADLそ うは思 わないで いただ きたいんです。 アメ リカの場 合、 イ ンダス トリアルサ イ ドな ら、

もっと近 々の こ とです 。 イ ンダス トリアルサイ ドとい うと、 うん と近い んです。 そこは 日本 と温

度差があ るんです よね。例 えば、今 日も東 芝 さんの方 もい らっ しゃった り、富 士通の方 に もお会

い しま したが、 日本 の企業 の研 究開発 の トップの方が考えて いる タイムスパ ン と、ア メ リカの企

業の研 究開発 の トップ、 いわゆ るインダス トリー側 とい う人の研究 開発 に対す る定義の仕方 は ち

ょっ と違い ます。 そこは温度差が違 う ところです。

ですか ら、これは インダス トリーか らの要請 ではあ りませ ん。インダス トリー と学術 とい うか、

研究の部分 、 リサーチ の部分 の真 ん中あた りにい る人の意見 がこの くらいだ とい うこ とです 。 こ

れは もうあま り意味が ない と言 うと変ですが、 ここは興味が ない とい う感 じの こ ととい うか、 も

っ と先 とい うこ とにな る と、 日米で ニュアンスが違 うとい う感 じが します。

委 員 こ うい うホ ッ トな ものが十分 に商用 になる と思 った ら、 インダス トリー に引 き継 がれ るわ

けです よね。 そ うする と政府 と してはそれ以上援助 は しないので しょうか。

ADLそ れは もう少 しあ とのほ うでお話 しします。例 えば、 向 こうでは商用化 の ところで一番 イ

ンセ ンテ ィブが出た とい うのは、1980年 のベ イー ドール ・アク トとい う法案 です。 ガバ メン トの

ファン ドで研 究 を した成 果で も、商用化 され た場合 の ライセ ンス は大学 と実際 に研 究 を した人 に

入 ってかまわない とい うことがあ って、それ以来、近 い領域 に研 究者の インセ ンテ ィブが ぐっ と

シ フ トした とい う言 い方 はあ ります 。そ のライセ ンス を持 って 自分 か らイ ンダス トリー に行 って、

そこ を立 ち上 げ るとい ったこ とも含 めて、 あ とでまたお話 し します。
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2.2研 究実施機 関 をサポ ー トす るインフラや設備への投資

口 GovernmentITR&DFunding:SystemandTotalFund|ng

TechnologyArea

[i] HowlsResearchAdvancedToCommercializat|on?

StageofResearch/TypeofRecipient

GovernmentTechnologyTransferMeasures

CharacteristicofSuccessfulProjects

図一33

もう一つは、 インフラへの ファン ドです。 リサ ーチの ファン ドとイン フラへ の ファン ドが どう

い う関係 になってい るか とい うことです。

ResearchvstnfrastructureFunding

lT予 算 全 額($2,500Mil.)の 約29%が イ ン フ ラ ス トラ ク チ ャ ー の 充 実 化 に

向 け られ て い る 。

Total:～$2,500million

(ADLestimates)

・representsADL'scurrentestimate

・mostotthetundingforinfrastruCture

oomesfromuniversitybudgetsand

industrysupPort,nottromdir㏄t

governmenttunding

図一34

2500億 円 の約29%が'コ ンピュー タ ・イン フラ、 コミュニケ ーシ ョン ・イ ンフラに投入 されて

い るとい うこ とです。CICの イン フラス トラクチ ャーへ の ファン ドとい うカテ ゴ リーがあ った

ところは、全体 の約25%で す 。そ れ以 外 の リサ ーチの フ ァン ドとい うのは、 人件費 な ど通常の

研 究費 と して使 われ ますが 、その中の5%か ら10%く らい、100億 円 くらいは研 究者 の中か ら

イ ンフラの側へ使 ってい るので はな いか と思われ ます。
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米国政府による情報技術研究開発運営の現状と技術開発動向

なぜ この数字 がそんな に小 さいか とい うと、 インフラ側 に対 して は民 間が物納 してい る例 がす

ご く多 くて、最近、 グランッを得 るために大学 の先 生がエージ ェンシーか ら求 め られ るの は、 そ

の プロジェ ク トにどれだけの賛同企業 がいるか とい うことです。それか らどれだ けハー ドウェア

とか インフ ラを物納 して くれてい るか とい うこ とが判断材料 にな ってい るそ うです。そのへ ん も

近未来です ね と言 われて しまえ ば、確 かにそ うです と申 し上げ る しか ない部分 ですが、 グランツ

を取 って くる ときに、民 間が興 味 を示 し、あ るいは物納 して くる ような研 究 にお金 を投入 してい

るとい うニ ュア ンスが ものす ご く強 いです。

ComputinglnfrastructureFunding

コ ン ピ ュ ー タ ー イ ン フ ラ へ の 援 助 金 の 多 く はNSF,DOE,NASA,NIHに よ っ て 運 営

さ れ て い る ス ー パ ー コ ン ピ ュ ー タ ー セ ン タ ー に 投 入 され て い る 。

OtherCompu!ing

Funding

iis隠㌫

Total:～$453million

(ADLestimatgs)

NSFCenters{mainlyNCSA,SDSC,CNSF,PSC)

$95,6mi◎,

DOECenters(mainlyNERSC,OakRidge,LosAlamos,

Argonne,LawrenceLjvemore}$55.5mio

NASATestbeds(JPL,Goddard,Ames,)$25.12mio

NIHCenter(FrederickSupercomp.Center)$5,4mlo

Note:Doesnotincludelndirectsupport,suchasoccurs

thoughNASA'sGrandChallengessvpportprogram

・snaller-scalefUndingoutsidecenters

・pordonsofindirectfUnding
、egthroughGrandC

hallenges

・FundingdlWlculttobreakdown ,suchasmliitary-
relatedorfUndingatNSA

JPL:JeTPropulsionLaboratory

NCSA,NationalCenteriOrSupgrcemputingApPliCatiOnS

SDSC:SanD)9goSupgrco而P頓lngCenter

㎝SF層ComellNatiena|supgrCompatlngFaCllぼy

PSCPittsburghSupgrcomFxjt旧OCenter

NERSClNatonalEnθrgyRθsearchSupgrcomp岨`ngCgntgr

NSANationalSecurityAgency

図一35

それか らスーパー コンピュー タセ ンターの ファシ リテ ィが、 コンピュータ側 の インフラ とい う

ところの約40%に な っています。ス ーパ ー コ ンピュー タセ ンターの フ ァシ リテ ィ、Mosaicな ど

は昔か らあ った とか、大 した こ とはない と言 われるか も しれませ んが、大 したこ とないか らスー

パ ーコン ピュー タでマー ク ・ア ン ドレッセ ン とい う人が何 か をや って出 て きた とい うよ うな評価

もあ るか も しれませ ん。 しか し、最近 アメ リカでは、 コンピュー タサ イエ ンスの先生、 アル ゴリ

ズ ムをや っている とい うような人 に何 か予算 をつけ るよ りも、 もっと多 くのユ ーザ ーが いる よう

な、 こうい うところにお金 を投入 した ほ うが 、ア ウ トプッ トが出て くると言 う人が多 い。 これは

これか らも う少 し検証 します。

それ もまた先 ほ どの話 にな って、それ は近未来 だ とい うこ とになる と、 ウー ンとい うこ とにな

りますが、 スーパ ー コンピュー タ自身がす ご く先進 的なこ とをや ってい ると言 ってい るわけでは

あ りませ んが、 こ うい うところの周 辺 にあ るプロジ ェク トで注 目すべ きものは な くは ない。そ う

い うものの ほ うがインダス トリーに役 に立 って くる とい うようなニュア ンスが あ りま した。 ここ
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はまた調べ ます。

CommunicationslnfrastructureFuhding

－ 方
、 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン イ ン フ ラ へ の 援 助 で は 、NSFnet,ESnet,NASANREN

Component等 の イ ン タ ー ネ ッ ト拡 張 ・運 営 に 多 く が 充 て られ て い る 。

Total:～$178million

(ADLestimates}

NSFnet{NSF)$45.22mio

NASANRENC◎mponent$19.12mio

ESnet(DOE)$15.OOmio

Others:NationalLibraryofMedicineconnectivity;

NOAAnetworkingconneCtivity,EPAnetWorkConn.,..

◆testbeds ,suchasgigabittestbeds

●rietworkoonnectivityofotheragencies

・militarynetWorkinginfrastruCture

図一36

コミュニケーシ ョン側 はNRENと その他 とい うことにな ります。NRENの イ ンフラス トラ

クチ ャー とその他 とい う ところにこ うい うお金 が流 れて いて、 あ とはギガ ビッ ト ・テス トベ ッ ド

の ところが残 りの ファン ドではかな り大 きい ところが使 われ ている とい うのが現状です。

「

CommunicationsInfrastructureFunding

1990年6月 に 始 ま っ た 『GigabitTestbedlnitiative』 は ギ ガ ビ ッ トレベ ル の デ ー

タ転 送 へ 向 け て の 研 究 活 動 で あ り、Testbedの 一 例 と して あ げ る こ と が で き る 。

FundingOrganizations

・NSF
,ARPA

◆CNRI(ooordinator)

KeyGoals

・DesignanddevelopnetWorksoperating

withdataspeedsinexcessofonegigabit

perseoond

.Exploreapplicationsforhigh-speed

netWorks

Contributetotheresearchneededforthe

NREN

・lnvolveindustryfromthestatetoensure

agreementona◎ceptablenetW◎rk

alternatWes

図一37
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米国政府による情報技術研究開発運営の現状と技術開発動向

CommunlcationslnfrastruCtureFunding

この試 みによ って、・政府 と民間両者の参加の下 で、全米 をめ ぐる数 カ所 のテス ト

ネッ トワークが構築 されることとなった。 ・

KeyOrlglnalPartlclpants

Aurora

Bellcore,IBM,MIT,Universityof

Pennsylvania,Universityot

Arizona,MCI,NYNEX

BIanca

LawrgnceBerkeieyLaboratory,

NCSA,UniversityotCalitorniaat

Berkeley,Amθritgch,BellAtlantic,

PacificBell,AT&T

Casa

LosAlamosNationalLaboratory,

Caltech,SDSC,UCLA,MCI,Pacitic
Bell,USWest

Ngctar

CMU,PSC,Bellcorθ,BellAtlantic

GlgabftTestbedsunderdevelopment

tOdey

AlトOpticalNetworkingConsortium

MAGIC

DetenseResearchandEngineering

Network

ARPAACTSATMnetwork

ATDnet

図二38
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3.基 礎研究を実際のビジネスに育て上げる米国連邦政府機関の施策

3.1 研 究開発 の区分(基 礎研 究 、応用研 究 、開発)と

投 資先(政 府機 関 ・研 究所 、大学 、産 業界)

口
口

圏 、

GovernmentITR&DFunding:SystemandTotalFunding

ResearchvslnfrastruCtureFunding

図「39

DefinitionsofStagesofR&D

米 国 政 府 お よ び 関 連 機 関 はR&DをBasicResearch,AppliedResearch,Development

開 発 の3つ の ス テ ー ジ に 識 別 して い る 。

Basic

Research

"systematicstudydirectedtowardgreaterknow|edgeor

understandingofthefundamentalasp㏄tsofphenomenaandof

observablefactswithoutsp㏄ificapp‖cationstowardspr㏄essesor

productsinmind"

App‖ed

Research

"systematicstudytogainknowledgeorunderstandingnecessar
y

todeterminethemeansbywhichareoognizedandsp㏄ificneed

maybemet"

Development

"systematicapplicationofknowledgetowardtheproductionof

usefulmaterials,devices,andsystemsormethods;including

design,development,andimprovementprototypesandnew

processestomeetspecificrequirements"

「

Note:ThisclassiticationiscompletgtydittereattromtheoneusedbyADLinchapter1,whichdistinguishes"

TechnologyResgarchandintrastructure"and`'Apptications&Education"andthθnumbersfo[towinginthis

chapterarenotcomparabletothoseinchapter1.

図一40

それでは コマー シャライゼー シ ョンの どころに どう行 くか とい うと、 ここはあま り意味がない

ので飛 ば しますが、ベー シ ック ・リサ ーチ とアプ ライ ド ・リサーチ とデ ィベ ロプメ ン トとい う昔

か ら言われ てい るカテゴ リー分 けを しでい ます。実 際に どうな ってい るか とい うことは まだ分か

ってい ませ ん。
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米国政府による情報技術研究開発運営の現状と技術開発動向

R&DActivitybyStageofResearch:AllU.S.GovernmentR&D

全 体 的 に 見 る と政 府R&D資 金(約700億 ドル)の 過 半 数 がDevelopmentに 向 け ら れ

て い る が 、 各 エ ー ジ ェ ン シ ー ご と に 見 た 場 合 、 そ れ ぞ れ 固 有 の ス テ ー ジ に 重 点 を お

い た 活 動 を し て い る 。

R&DActivitybyStagθofResearch

FY93

FY94

FY95

8as`crgsgarChぴ`gdRθsgarch
20%20%

DeVkbtke"t

Basicrgseardti回ledRes●arch

20%20%
』 惚en`

Basicres8ard1|θdRgseard1

21%21%
伐v瓢 酬

No絶oovgrs創1govemmenlR&Dtundlng.notjuslITR&

DfUnding

AgencySpecialization

BasicResearch ,{瓢 、 Devebpment

コ…一一 ⊃
々s

係

SeurcθUSGovemment,OM8

BudgelbnalysisandSystgms

tviSjon

図 一41

こ うい う見方 をす る と、 年々、全然 変わ ってい ない とい うこ とが分 か ります。 その・一例 です。

実際 は変 わ っているだ ろう と言 われればお っ しゃる とお りだ と思 い ますが、普通 に調査 を してい

くとこ うい う数字 しか出 ません。この数字 を並べ て も仕 方がないので、消 そ うと思ったのですが、

せ っか く調べ たので並 べ ま した。 もう一つは、エージ ェンシーでは この よ うな傾 向の違 いがあ り

ま した。

NSFSpecialization

TheNationalSclenceFoundatlonはBaslcResearchに 重 点 を お い て い る 。

一
【FY951Applk∋dRgsea

rch

－
【FY95}

・nodevelopmentfunding・nofundingaccx)untθdforasdevelopment

・distribUtionstableoverthelast5years・disttibUtionstableovertheIast5yθars

sourogNSFSurveyotFθdgralFundstOrR&DsouroeADLostimatosbasgdonNSFC|SEand
Engineeringdgpartmentdata

米 国 政 府 が 拠 出 す るIT関 連BasicResearch資 金 の 約40%をNSFが 占 め てい る。

図一42
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ARPASpecialization

ARPAは よ り 、AppliedResearchとDevelopmentに 力 を 入 れ て い る も の の

NSFほ ど定 ま っ た パ タ ー ン が あ る 訳 で は な く 、 各 年 で 若 干 バ ラ ツ キ が あ る 。

FY93

FY94

FY95

∋
Ap幽d

Re艶aκh

47% >r>
、

』

η

A田 圃

R鵬 α野d1

28% 〉
Dovglopment

70%

、
』

つ
AP碑 劇

RgS8arch

31% 〉
Dgv8bpmgnt

66%

source.NSFSurveyotFe(teralFundstorR&D

・distrlbUtiOnvolatileovertime

(about±20%foreachcategory)

source;ADLestlmatesb田 ◆dorldatafromARPAo簡c白s

図一43

ADLEstimate

政 府 に よ るR&D援 助 全 体 の 分 配 構 成(BasicResearch2tol。,AppliedResaerch21%、

Development58%:FY95)と 比 べ る と 、IT分 野 に お い て は 、 相 当 額 が 基 礎 研 究 と 応 用

研 究 に振 り分 け られ て い る と推 定 さ れ る 。

BasicResearch

～35%

AppliedReSeach

～40%

Development

～25%

(ADLestimate)

図一44

ITの 分 野はほかの分 野 に比べ る と、 い ままで 申 し上 げて きた ような ことを言 って も、 なおI

T分 野 の2500億 円 の研究 は7兆 円のR&Dの 全 体 の予算 の割 り振 りが20・20・60く らいなの

に対 して、ベーシ ック ・リサーチの比率 が高い。デ ィベ ロプメ ン トは民 間側がや る とい うことで

す。私 の感 じと しては、先ほ どホ ッ トと言 った ところ、皆 さんか らご指摘があ った、す ぐに商用

化 に結 びつ くところではないか とおっ しゃった部分の多 くは、ベー シ ック ・リサ ーチにカ テゴラ

イズ されてい るのではないか と想像 します。
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米国政府によ、る情報技術研究開発運営の現状 と技術開発動向

TypesofRecipientsofU.S.GovernmentR&DFunding

政 府 に よ るR&D資 金 はlndustry,GovernmentAgenciesandR&DLabs,

UniversitiesandCollegesの3つ の グ ル ー プ に 分 け 与 え ら れ る 。

(FY95d飢8」 加t
distrlbutionis

,stableovgr

ふlime)

図一45

これは 日本の場合 は ど うなんで しょうか。 アメ リカの場合 、イ ンダス トリーにず いぶ んお金 が

流 れてい ます。全 体 の45%は 国家め予算 が インダス トリーの ほ うに流 れてい ます。単 にガバ メ

ン トとかユ ニバ ーシテ ィとい うことではな く、 この数字がかな り特徴 的では ない か と思 い ます。

lndustry

{irmsintheprivate,oommercialsector,

regardlessofsize(fromsmallbusinessesto

largeoorporations},insidetheU.S.

～45%

■

Government

Agenciesand

R&DLabs

U.S.governmentagenciesthemselves{e.9.

NASAconductsmuchofitsresearchitself}and
federallyfundedR&Dcentersadministratedby

universities,industry,ornon-profitorganizations

～34%

UniverSitieS

andcolleges

unh/erSitiesandcollegesofanySizeand

reputationinsidetheU.S. ～17%

1(▲L`
`11

■.,・ ▲ 凸.` '

TypeofRecipientVariesbyAgency

4つ の 主 要 エ ー ジ ェ ン シ ー は 、 そ れ ぞ れ に 異 な る拠 出 パ タ ー ン を 持 っ て い る 。一 %

University

lndustry

strong

supporter

ofindustry

research

Government

DOE

UnWersity

80

lndustry

map「source

offundsfor

government

labs

University

lndustry

・completely

focusedon

university

funding

University

|ndustry

doeslotof

itsresearch

itselfand

together

withindustry

ち汐ンフンンン;

Fundingpromg

ottheagency

Fundingpro創e

orlhgU,S,

Gov.R&D

Note:しinedenotesfUndingprofileoftotalU.S.govemmentR&Dfunding

図一46
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それ をエー ジェ ンシー別 に分 ける と、例 えばARPAは インダス トリーに流 れてい る比率 が も

のす ご く高い。黒枠 はR&D全 体の予算 の ディス トリビューシ ョンが、 イ ンダス トリー、ユ ニバ

ー シテ ィ、 ガバ メン トで どうい う分 かれ方 を してい るか というこ とです。 です か らこの黒枠 は四

つ とも同 じですが、ARPAの 場合 、相 当数が イ ンダス トリーの ほうにお金 が行 ってい る。NS

Fは 大半 がユニバー シティに行 って いる。DOEは ガバ メン トが多い。NASAは ユニバー シテ

ィは少 な くて、 イ ンダス トリー とガバ メ ン トが多 い とい うような色分 けがあ ります。

AgencySpecializationRevisited

フ ァ ン デ ィ ン グの 対 象 を 、 受 益 者 の タ イ プ(TypeofRecipient)と 研 究 段 階 の 違 い

(StageofResearch)で 整 理 す る と 、4つ の 主 要 エ ー ジ ェ ン シ ー 間 の 役 割 構 造 が 明

ら か と な る 。

StageofResearch

BasicResθarchAppliedRgsearchDeve|opmθnt

Type

of

Recipient

UniverSities

Government

Agencies&Labs

lndustry

図一47

全体的 な役 割分担 を受 け手 とりサーチの ステー ジとい うこ とに分 ける と、 この ような役割分担

にな ります。 ただ、 リサーチのステー ジの 定義 とい うの は、 い くら言葉 で定義 を して も、実 際の

研究者の気分 な どに よって違 って きます。例 えば、 日本 だ とそ こはベ ーシ ック ・リサ ーチ と呼 ば

ない とい うことを リフレク トする と、私の感 じではベー シ ック ・リサ ーチの真ん中あ た りか ら右

が、 日本的 に言 うアプ ライ ド ・リサーチ かな と思 い ます。 そこはいい加 減に定義 して数字 を作 る

と恣意的だ とい うこ とになって しま うの で、その ままの もの を使い ま した。
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米国政府による情報技術研究開発運営の現状と技術開発動向

3.2 法律や大統領令による政府機関から民間への技術移転

口
口

GovernmentITR&DFunding:SystemandTotalFunding

WhatlsBeingFunded?

TechnologyArea

ResearchvslnfrastruCtureFunding

騒
StageofResearch!TypeofRecipient

CharacteristicofSuccessfulProjeCts

図一48

ガバ メン トの テクノロジー トランス ファー方法 です。 ・・

TechnologyTral、sferLegislationandExecutiveOrders

米 国 は様 々 な法 案 や 大統 領 令 を通 じて、 大学 や研 究所 か ら民 間 へ 知 識 を移 転 す る努

力 を して きた。 中 で も我 々 はBayh-DoleActに 注 目 し今 後 その影 響 力 を探 っ てい く。

1966 Free【bmoflnfoma60nAd

・providedavehicletoinfomthepublicaboutac6vi6esof目 、θgovernment

・providedthenghttorequestagencyrecordsandhavethemmadeavailableprompdy

1980 Stevenson・WydlerAct

・estヨblishgdt㏄hnologytransferasamissiononhesdenoeandengineeringpersonnelofthe

governmentlaboratories
・establishedtheO桁ceofResearchandTechnologyApplica60n(ORTA)todisseminateinforma60n

onfedera‖yownedohginatedresearchandtechnology

1980 Bayh-DoleAct
・政府 のR&D基 金 によって発 明 し開発 された技術に対 して小企業 や非営利企業が一定の使用 ができる

権利 を与 えた

・ 大学 、研 究所は、研究がで きた成果 を自分達の ものにできるよ うに なり、商 業価値 の高い研究 を追

求 するイ遠 方イプ を得た

・ さらに× 学側 はそのかわ りライセンスやロイヤリテ仁 か らの収 入 を教授 陣 と一部分 けあうこ とがで き、実際の

研 究者 に強いイWンティプが与 えられ た

1986 FederalTechnologyTransfer

Act

・authonzedCoopera目veResearchandDevelopmentAgreements(CRDA)forresθarchlabsowned

andoperatedby由egovθrnment

・es白blishedtheFederalLaboratoryConsor6umforTechnologyTransfer(FLC}andestab‖shed

technobgytransferaslaboratorymissbn

1989 Na加nal"

TechnologyAct
・extendedCRDAstoresearchlobsownedbythegovemmentbutoperatedbyoontractors

1991 DefenseAuthorizatiorlAct
・au中 加zedfederallabsandR&D◎enterstoawardcontractstopartnershipintermediaryforoertain

prOlec【s

1991 AmencanT㏄hnology

PreeminenoeAd

・allowedexchangeonnte‖ ㏄tualpIopatybeMeenCRDApartjcipants

・a‖owedlaboratorydir㏄torstogiveex◎essequipmenttogducationalinstitu的nsornon-proWt

orqaniza60nsasgin

1992
Smal旧usinessTechnobgy

TransferAct

・requiresfivefederalagenciθs↑ofundcooperativeR&Dprol㏄tsinvolvingasmall◎ompany

andauniversityagovernmθntR&Dcgnter

図一49

これだけ法 案があ ります。 大学の研 究所 か ら民 間へ知識 を移転 す る努力 とい うのがず っ とされ

て きて、そ の中でBayh-Dole-Actと い うのが一番 イ ンパ ク トを与 えた とい うこ とが言わ れてい ま

す。 ポイ ン トは、 「大学 、研 究所 は、研 究がで きた成果 を自分 達の もの にで きる ようにな り、商
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業価値の高い研 究 を追求す るイ ンセ ンテ ィブを得 た。 さ らに大学側 は、そのかわ りライセ ンスや

ロイヤリティか らの収入 を教授 陣 を一部分 け合 うこ とがで き、実際 の研 究者 に強 いイ ンセ ンテ ィ

ブが与え られた」 とい うところです。

繰 り返 しにな りますが、 それだけの テクノロジー を持 ったす ば ら しい研究 を している人は、そ

れ を金に変 え ようとい う意欲 が アメ リカでは ものす ご く強 い。もちろんそ うでない人 もい ますが、

このへんの研 究 をや って、 自分 の旬 の時期 にコマー シャライゼーシ ョンになって、 ライセ ンス フ

ィーのかたちなのか、あ るい は 自分 で事業 を起 こす のか ど うかは分 か りませ んが、その ような可

能性のあるスパ ンの研究 をや る傾 向 にあ ります。

ですか ら、 ヨー ロッパ を調べ た ら全然違 う と思 い ます。 あるいはITで はない分野 のR&Dの

こ とを調べ た らきっ と違 うと思 います が 、ITは よ くも悪 くも80年 の初め くらいか ら、 コマ ー

シヤライゼーシ ョン=一 撰 千金 とい う感 じがたいへ ん強 いので、10年 先の ことを最 もす ぐれ た人

がや り続けてい るか とい うと、正直 に言 ってそ うで はない と思 っています。

TechnologyTransferBridgingOrganizationandProblems

先 述 の規 制 ・法案 に立脚 しな が ら、米 国 政 府 はR&Dの 成 果 を一 般研 究機 関 や産 業 界 に移 転 す る た め に 、

数 多 くの組 織機 構 、 プ ロ グ ラム や仕 組 み を作 り上 げ る試 み を永 年 に渡 って続 け て きた 。

NationalTθchnologyTransfer

Centθr

・"matchmakgr"bθtweenindustryandt㏄hnologyspgci剖istswithinfedθrallabs

・maintainsasubstantialdatabaseoffacilitigs ,technicalsped創tiθs,andrθsearchobledivesofovθr700federal

laboratoηesandsθveralunW8rsities

Federal【 且boratory

Consor廿um

・trainstechnobgytransfersp㏄ialistsinindustryandgovernment

・simi|artoNTTC ,putsindustryindirectconta(オwithspedalistsinthefederallabs

ResearchTriang拍lnst口ute

'
・workswithbusinesstofumdataandlaboratoryresultsintoproduds ,services,andpr㏄esses

・ac6vemainlyinhgajth,environmenta1,andsoci剖researcharea

(WecurrentlybelievethatnoneoftheseorganizationshasasigniticantimpactonITR&Dtransfer.)

CoopθrativθResθarchand

Devebpm8ntAgr8ements

・民間が政府研究機関の人員、施設、機器を無料で使用できるという政府一民間の間で結ばれた協定。

・資金的には政府一民間の間での授受はなく、単に政府施設の使用権について定める。

・発見に関する権利は協定の一部として交渉 されること。

Sma‖8ushgsslnnovation

RθsgarchProgram

・fundstechnobgydevelopm㎝tbysmal|business

・eachoflllargestparticipa価nggovemmentagenciesaward1 .25%ormoreofmeirbudgetthroughtheprogram

Sma|lBushessT㏄hnology

TransfθrPr◎gram

・fundsoooperativθR&Dproleαsinvolvingasmallcompanyandauniversity ,government・fundθdR&Dcenter,or

non'profitins山 岨on

・5federalagenciespa面cipate

T㏄hnology

Program
・feder剖programthatdistηbutθsfundstoindustryforR&Dthroughgrantcompetitions

AdvancedTechnology

合ogram

・alsofundsindustryR&Dthroughcomp前tionforfundingproposals

図一50
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米国政府による情報技術研究開発運営の現状と技術開発動向

CRDAs

CRDA(CooperativeResearchandDevelopmentAgreements)は 政 府/産 業 界 間 で

の1TR&Dプ ロ ジ ェ ク トに お い て 良 く 用 い ら れ る 方 法 で あ る 。

・frequentlyusedforjointproduCtdevelopmentofindustryandIaboratories

・labprovidesfacilities
,personhel,andequipment,anda‖ofthismaypartlybefinanced

thoughaspecialgrant

.industryalsoprovidesfundsetc .

・veryflexiblestructureleaveslotsofroomforcustomizationtoindividuallabs

齢 ・e・yp・p・1・・b・・ause。fit・fl・ ・ibility

鯵 ・ftenathi・lydi・g・i・edp・ ・ch・・e・ ・d・・i・whi・h・ ・agencygi・e・m・neyt。 ・1・b
tobuyacomputerandfundlabandcompanyproductdevelopment

鴎Wecu・ ・e・tlyb・li・・eCRDA・a・e・tteneffecti・eb・ ・auseth・yp、tl・b・i・t・th・

positionofademandingbuyerwhoisintimatelyincludedintheproduct

developmentprocess

図 一51

もう一つ は、組織 とか プ ログ ラムをい くつ も作 って いて、その 中にSDIRな ども入 ります。

CRDAと い うアグ リー メンツは、 まだ調査不足 であ まり多 くは語れ ませ んが、産学 共同の よう

な ものがす ご く促進 され てい る ときに、す ご くうま く進む枠組 み だそ うです。非常 に フ レキシブ

ルで、例 えば研 究所の場 所 とか設備 を無料 で民 間が使 えて、その代 わ りにい ろいろな もの を持 ち

寄 るとか 、で きあが って権利 をど うす るのか とか、そ ういった こ とが ケース ・バ イ ・ケース に、

フレキシ ブル に書 ける ようなアグ リー メン トになっていて、研 究者の方か らす る と、 これが で き

たのでい ろい ろなこ とがや りやす くなった と言 ってい ます 。ほか にもい くつ かプ ログ ラムが あ り

ますが、 この名前 を言 う人が多いので、 もう少 し調べ てみたい と思 ってい ます。

そ うい う意味で は、Bayh-Dole-ActとCRDAと い うの は既 存の枠組 みの 中ではか な り評判 が

いいのですが 、 もっ と大事 なの は研究者 が ビジネスマイ ン ドを持 ってい るこ とだ とみ んなが言 い

ます。その枠 組 みは役 に立 った。 しか し、研 究者 が ビジネスのマ イン ドを持 って、あわ よ くば種

を持 って産業界 に出てい こ うとい うところが ものす ご く強 い し、 それ をさ さえるベ ンチ ャーキ ャ

ピタルな どの インフラがあ るので、 この枠組 み もワー クする とい うのが大方の意見 です。
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3.3政 府支援 によ り研 究開発 され 、市 場 で成功 したプロジ ェク ト

口
口

GovernmentITR&DFund|ng:SystemandTotalFunding

WhatlsBeingFunded?

TechnologyArea

ResearchvslnfrastructureFunding

謄躍 酬騰 繍く 一 一 ㈱ 嬢
StageofResearch!TypeofReciPient

GovernmentTechnqlGgyTransferMeasures

霧雛鱒難1難i難 簗鱒㈱

図一52
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CommerciallmpactsuccessStories(1)

顕著 なケー ス と しては、当初 政 府援 助 に よっ て開発 された技 術 で数 千億 円 もの市場規 模 に ま で成 長 した もの がい くつ もあ り、
ら

こ の 例 と して タ イ ム シ ェ ア リ ン グ 、 グ ラ フ ィ ク ス 、 ネ ッ トワ ー キ ン グ 、 ワ ー ク ス テ ー シ ョ ン 、Windowsが あ げ ら れ る。
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CommerciallmpactSuccessStories②

他 には、RISC,VLSI,RAID、 そ して今 後 の動 向 が注 目 されるパ ラ レル コ ンピュ ーテ ィングがあ る。 これ らの共通点 は、当初 の 開発

目的 とは異 なる結 果 を生 ん でい るに もか かわ らず市 場的 に は非 常 に成 功 して い る とい うこと と、研 究 テ ーマ間 で人 や アイデアの

交流 があ るこ とであ り、・この よ うな共通 性 を さらに追及 してい きたい 。

Technology Timeline

RjSC

VLSIdesign
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米国政府による情報技術研究開発運営の現状と技術開発動向

最後 に、 ここは最初 の ご質問 と密接 につなが ります。60年 代 くらいに タイムシュ ア リング、グ

ラフィックス、 ネッ トワー キング、 ワー クステーシ ョン、windows、RISC、VLSI、RA

ID、 パ ラ レル コンピューテ ィング とい うのが どの時点で大 学の研 究が されて、 どうテクノロジ

ー トランス フ ァーされたか とい う絵 です
。 おっ しゃる とお り、 うんと前か らや ってい る研 究 が長

い時間 をか けて実 を結 んで きた。 だか ら国のお金 が まった く役 に立 たなか った とは言 えない。 す

ご く役 に立 った。 このイ ンダス トリーに とってはたいへん役 に立 ったと言い ます。

しか し、例 えばこ うい う領 域が何 か とい うこ とを調べる こ とも大事 です が、Howの 部分 にい

くと、 こ うい う流 れが どう してで きたのか とい うと、Bayh-Dole-Actと かCRDAと い ったこ と

は最初 には言 いませ ん。そ うではな く、人 が流 れた とい うこ とが一番大 きい とい う言い方 を しま

す。要す るに、 こ うい うこ とが起 こったのはテクノロジーを トランス ファーす るのではな く、人

が流 れたこ とに尽 きる とい うことです。尽 きるとまで言 うと別の実例 があ るか も しれ ませ んが 、

そ うい うこ とが多い。あ るいはそ うい うプロジェク トの中で人が育 った。

私 は 日本 の場合 は よ く知 りませ んが、予算 とい うのは人件費 にあて られていて、研 究費 で大学

院生 を雇 って、1年 で6万 ドル とか7万 ドル くらい払 います 。いま私が住 んでいる感 覚で言 う と、

円 ドルの生活 実感 は150円 くらいです。 です か ら、 プロジェ ク トのお金の 中か ら研 究者 に1000

万 円 くらいの年収 を払 う。 それがグランツの使 い道 として多 い部分 です。

その大学 、あ るい は研 究所 ですば ら しい学生 を雇 う。その プロジェク トのため に、時 限的 に雇

う。 その学 生 に6万 ドルか ら7万 ドル くらいお金 を払 う。そ うい う人が、その プロジェク トを終

わって会社 を起 こす。起 こさない まで も、 シ リコングラフィ ックスに行 くとか、サ ンに行 く。 そ

うい う感 じです。つ ま り、テ クノロジーの何 かが残 る とい う よ りは、人 が流 れる こ とに よって実

現 された とい うのがポ イン トだ とい うのが、私のい まの ところの仮説です。

ITResearchProjectsSuccessFactors

政 府 の 財 政 援 助 対 象 と な っ たIT研 究 活 動 の 商 業 化 促 進 策 と し て は 、 こ れ ま で 述 べ て

き た よ う な 法 案 に よ る 支 援 や 様 々 な 組 織 化 を 通 じ た 環 境 作 り が あ る 。 我 々 は 、 そ の

他 に も 、 成 功 し て い る プ ロ ジ ェ ク トに 見 ら れ る 共 通 の 要 因 を 特 定 し つ つ あ る 。

・isthereanoptimumfundingsizeforaproje(rt?

・isthereanoptimalsizeandstructureoftheresearchteam?

・arethereparticularlysuccessfulroadstocommercialization?

・whatarethedo'sanddon't`sofhowtodistributegovernmentfunding?

・whataresuccessfulbutlessformalwaysofcooperationandcommunicationbetween

publicresearchersandindustry?

●

図一55

ここか らどうい うこ とを進めてい きたいか とい う と、政府 が作 る枠組 み に加 え て、多 くの人 た

ちが言 うのは、過去 か ら現在 を振 り返 ってみ る と、成功す るプロジェク トにはそ れな りの共通 の
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要因がある。成功 とい うのは、世の 中の役 に立 った とい う目利 きの 人たちの意見です か ら、主観

的な部分 があ りますが、 どうい うサ イズ の プロジェク トが いいのか、 どうい うス トラクチ ャーで

リサーチの チームが作 られている とい いのか。例 え ば、人 が流 れ てい くとい うこ とがい いの か、

そ こに民 間が入 っている とか入 っていない とか、 いろいろな要因が あ ります。

それか ら何 か特 別な コマーシ ャライゼ ーシ ョンへの道の りがあ るか どうか。 ガバ メン トファン

デ ィング をやる ときに、絶対 にや って はいけない とか、や っていい とか、そ うい うこ とをずっ と

や って きた人の頭 の中にあ るノ ウハ ウの ような もの、 その ようなこ とのほ うが、 プロジェク トの

成功 を左右 する とい う感 じになっています。

委員 プロジェク トの リーダーのパ ーソ ナ リティについて調べ るこ とはで きますか。

ADLど うで しょうか。

委員 ぼ くは これ と並 んで重 要な気 が します。

ADLア イテム には入れ ます。何 か ら何 まで期 待 されて も困って しまい ます が、そ うい うご意見

はた くさんいただいて、われわれ もで きる限 りの ことを したい と思い ます。 イ ンタビュー にそ う

い う質問 を一つ加 えるだけでその ような こ とは出て きますか ら、 もちろんそ れは入 れます。

委 員 日本 で もIPAと かNEDOの ほ うで プ ロジェ ク トを公募 してお金 を援 助 した りします

が、問題 となっているのは審査体 制です。応募件 数が多 くて審査 しきれない。そ うす る とど うす

るか とい うと、 この先生 な ら安心 だとい う ように、 どう して も有名 な先生 が有利 になって しま う

ようです。 しか も、 自分が プロジ ェク トをやった ような方が審査員 にな ってい る。 です か ら、新

しい芽 とい うよ りは、 どう して も審査 員 の先生 方の好 きな分野 になって しまい ます。 アメ リカの

場合 は どうですか。

ADLア メ リカも同 じです。 同 じとい うの は、万能な審査方法 はないけれ ども、 もらう人が審査

してい るので はない。 日本 は人の移動が あ ま りあ りませ んが、例 えば東芝の研 究本部長 の ような

タイプの人が、い きな りNSFの ディス トリビュー トす るプログ ラムの ところに リクルー トされ

る とい うような感 じで、デ ィス トリビュー トす る ところにそ うい う人がい る一こ とは確 かです。で

すか ら、お っ しゃるよ うにも らう人が審査 してい る とい う以外 の人が任 命 されて、そ うい う人が

い る場合が けっこうあ ります。

です か ら、先 ほ ど挙 げたNSFと かARPAと かCICな どに専 門のそ うい う能力 を持 った、

技術 を見 る 目があ る人がいます。 それで先 ほ どの ゴー ドン ・ベルの ような人 がい る。DECの ア

ーキテク トだった人がNSFの トップになって、全部 をディス トリビュー トした とい う時期 もあ

る。 しか し、 日本 の有名 な先生 と同 じよ うに、有名 な先生の とこ ろに話 を聞 きにい くと、 「自分

の名前 を書 いてお けば、 どんな プロ ジェク トだっ て必ず お金が入 って くるよ」 と言 います。総量
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が多 いですか らね。例 え ば、 カルテ ックな どに行 くと、左 うちわで、「予算 なんか必ず 落 ちて く

る。 どうや って レポー トを書け ばお傘がつ くか分 か ってい る」 という ような感 じがあ るか ら、ア

メ リカはす ご く理想 的 で、 日本 はそ うではない とい うことでは ない と思い ます。

中間報告は以上 で終 了 させ ていただ きます。 ご批 判 やい ろいろなこ とも含 めて、先 ほ どの私 の

問題提起 も含 め て、い ろいろなご意見 を賜 れれば、今後、 どこに フォー カス してい くか とい う と

ころに進めてい きたい と思 い ます。
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皿.委 員会での質疑応答と今後の調査方針検討

事 務局 それで は何 を どう してい った らいいか というこ とをご相談 する前 に、ADLさ ん と して

はこれか らどの ように進 め られてい く予定 なのか とい うあ た りを聞 きなが ら進め ていこ うか と思

っています。

ADLそ うさせ ていた だ くとあ りが たい と思い ます。1章 、2章 、3章 の三つの領域があ ります。

TotalResearchFundingvsHigh・LeverageFunding

以上の ような分析 を通 じて トレン ド大 略 を把握 するこ とができたが、今後 は資 金援

助パ ターン詳細分析 よ りも、最 も成功 の確 率が高 く、インパ ク トの大 きい最重要研

究課題 を特定する ことに注 力すべ きだ と考 える。

canshowonlybroadtrends

containslotsoflow-impactrθsearch

・qUantitativeeStimateSarerelatiVelyeaSy ㌫ 蹴 『tiveestimates。tfundi"g

』』
inparallelcorpputing,isresearchinmassivelyparallelsystemsorresearchin
workstationclustersmorepromising?

howcanastaticorganizationalstruCturelikethatotNSFretlectchangingtrendsin
researchtopicsovertime?

図一26

その うち2章 の中の トー タル ・リサ ーチ ・フ ァンデ ィング対 ハ イ レバ レッジ ・ファンデ ィング

とい うのが あ りますが、 ここ以降 にい くつか挙 げて きた ところの深掘 りを して い きたい と思 って

い ます。い ろいろな研 究者 、あ るい は研 究 をデ ィス トリビュー トしてい く人た ちに、 どうい うホ

ッ トエ リアがあ るのか とい うこ とをよ り多 く調査 していって、 この部分 を充実 させ たい とい うの

が前半の中での感 じです。

Whatの 部分 はこの部分 に フォーカス を したい と思 ってい ます。

それか らHowの 部分 は、先 ほ ど申 し上げたBayh-Dole-Actと かほかの法案 の ところ、そ れか ら

CRDAも 含 めて、 プログラムの有効性 とか役 割 をきちん と調べてい くと ともに、 プロジェク ト

が成功す る とい うとき、あ るい は人の流 れ とかサ イズの問題 とか民間の物納の ような ものがあ る

とかない とか、少 し広 いス コープで研究 開発 が コマーシ ャライゼー シ ョンに どう結 びつい てい く

の か とい う ところ を明 らか に したい。 その2点 に よ り集 中 して残 りの作業 を してみたい と思 って

い ます。
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とい うのは2500億 全 体 、玉石混渚 の もの1個1個 全部見 てい って、 こっちの プロジ ェク トは

この カテ ゴ リー だ とか 、 こっちはこの カテゴ リーだ というような作業 よ りは、 む しろ2章 の トー

タル ・リサーチ ・フ ァンデ ィング対ハ イ レバ レッジ ・ファンデ ィング以降 にフ ォーカス してみた

い。 こうい う中で、先 ほ どお っ しゃった ような第4世 代 とい うか、 もう少 し先 の もの も含 めてお

もしろい と思 われてい るもの、注 目されている ものは どんなプ ロジェク トがあるのか とい うこ と

を明 らかに してみたい とい うのが 、Whatの 部分 とHowの 部分 のわれわれが進 めたい と思 ってい

る進 め方 です。

委 員 ホ ッ ト トピックス の現状 を知 りたいのですが、誰がや っているか とい うこ とに非常 に興 味

があ ります。 も しかす る と同 じ人がい ろい ろなア クテ ィビテ ィを歴代 や って きて とい うこ ともあ

る ような気 が しています。デ ビ ッ ト・タラの15年 前 とい うの は古 す ぎるの で、 も しか した ら七、

八 年前 ではないか と思 ってい ますが、彼 などは学生時代 か らす ご く光 っていて、 ほかの人 とは全

然 違 っていた。そ うい うことがあ りま したか ら、誰がや ってい るか とい うの は も しか した ら非常

に大 きいのでは ないか とい う気 が します。

ADLこ の プロジ ェク トが 始 まる何 カ月か前 に通産 の寛政課 の小 林 さん とお話 ししてい る と き

に、確か にそうい うお話 が出 ま した。 いろい ろな特定 の分野 で誰 が本 当の ナンバ ー ワンなのか と

い うようなこ とを、 日本 は昔 は把握 していたけれど も、最近 は完 全 に把握 していないか も しれ ま

せ んね とい う話 があ りま した。 そこに フォー カスす るだけで も、相当い ろいろな調査 を しなけ れ

ばいけませ んが、今 回は お金の側 と、それが どこの機 関か らか とかど うい うとこ ろか らか とい う

アプローチでプロジ ェク トを進 めて きたので、そこはパー フェク トにはカバーで きないか もしれ

ないけれ ども、 これか らのイ ンタビューの中でで きる限 り明 らか に したい と思 い ます。 われわれ

もそれはす ご く意味のあ るこ とだ と思 ってい るので、 もしご賛 同があればそ うい うところはベ ス

トエ フォー トで入れたい と思い ます。

委 員 誰 が 中心 になってや ってい るか とい うのは一番大 きい と思 い ますが、 その後 ろに誰 がい る

のか とい うのが一番 知 りたいんです。

ADL後 ろ とい うのは どうい う後 ろですか。

委員 つ ま り、現物 出資 をして、例 えば機材 をある大学 の先 生 な りに提供 する人 とい うの は、必

ず一 人や二人で はな くて、大 きな人がいて、い ろいろな大 学の先 生 にや ってい る場合 もあ れば、

いろいろなプロジ ェク トが あるけれ ども、や ってい るのは似 た ような人た ちで、 その人 たちに機

材 を提供 した り、 コマー シ ャライゼーシ ョン的 に資金 を提供 す る人 とい うのは、 カテ ゴライズで

見 てみる と偏 っているので はないか。

ADLそ れ は例 えばマ イクロソ フ トの研究 開発 担当のナ ンバー ワンの人 間が、そ の下 にデ ィレク

ター ・オブ ・ユニバー シテ ィ ・ス キャニ ングの ような人間 を置 いていて、 その人 がいろい ろ決め

るわけです が、そ うい う人 のイメージです か。
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委員 そ うい う人のイメージ もあ ります。.

ADLあ るい はNSFの 誰 とか。

委員 そ うです。人の流れは実際 に研 究 をや る人 とか開発 をす る人 とい うの はいるか も しれませ

んが、要 は事務屋 さんで、例 えばお金 をここにこ う配分 しようと決め る人 は誰 なのか とか、 そ う

い うことも含 めて知 りたいんです 。

ADL分 か りま した。

委 員 先 ほ どのホ ッ トな ところの深掘 りとい う話 ですが、現在 ホ ッ トな ところ とい うのはあ る意

味でみんなが注 目 しているのですが、結 果 と して成功す るのか どうか とい うの は、いまの段階 で

は分か らないわけですね。成 功す るか らホ ッ トになってい る とい うようにみん なが思 っている と

い うことですが……。

ADL成 功確 率がほかの もの よ りも少 し高 い とい う確率 の話 です。

委 員 そ うい う意味 では時系 列的 に見 て、例 えば5年 前 に もホ ッ トなプ ロジ ェク トがあ った と思

い ますが、それが現在 どうな ってい て、結 果 と してその うちどの くらいが成 功 した と見 られるの

か。成功 した もの とそ うではない ものの違 い とか、そ うい うもの はあ る程度分 かるので しょうか。

ADLケ ース ・ス タデ ィーの ような こ とな らで きますが、全体 と しては難 しい。 また、全体 とし

て しまうと、メ ッセー ジが弱 くなるか も しれませ んね。例 えば、今 回 どこまで をこのプロジェク

トで カバーす るかは発 注元 の先端情報技術研 究所(AITEC)さ ん とよ くご相 談 しますが、今 回は

少 しスナ ップシ ョッ トに力 を入 れてみて、過去の時系列 はその範 囲でベス トエ フ ォー トでや りま

しょうとい うのが、当面始 まった ときの理解です。

この プ ロジェ ク トは95年 度 の プロジ ェク トだ と思い ます が、 そ こでい ろい ろな フレーム ワー

クが分 か った ときに、い ま出 て きている この テクノロジーの過去 か ら現在 まで をケース ・ス タデ

ィー してみ ようとい うような こ とは、違 うアプローチを しない と出て こない と思 います。今 回は

とにか く全体 に網 をか けて、全体像 と して トータルの数字が どの くらいあ って、 それが どうい う

カ テゴリー にどう分け られて いて とい うところか ら始め ない と、全体 像が把握 で きないか ら、期

間の制約 がある中で、そ こか ら行 ける ところまで行 ってみ よう。行 ってみたベ ス トな ところ を、

次 に私が帰 って くる4月 末 に ご報告 します ので、それ を見 て、こうい うところがお も しろい とか、

ここはいい とか ご指摘 いただければ と思い ます。

調べ られ るとは思い ます。例 えば、先 ほどお話 があった人 とい う ところに絞 る とい う考 え方 も

あ る し、研究者 について もっ と深掘 りしようとか、あるいは第4世 代 とい うか、 もう少 し先 、10

年 くらい先 に芽 が出て くる ような ところで 、奇人 変人 と言 われてい るか も しれない けれ ども、 こ

うい う人 はす ごそ うだ とい うような ことはあ りますか と聞 きに行 くな ら、聞 きに行 く人 も違 って

くるか もしれませ ん。6週 か7週 後 の ご報告 で、それ を叩 き台 に次 を考 えていけ るような ものは
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出せ るのではないか と思 います。

委 員 い まの枠 組み と しての とい うこ とは確 かに分 か りますが、先 ほ どか ら昔の こ とに こだ わっ

ているのは、現在 ホ ッ トなとい うの は、 ある意味で みんな興味 を持 ってい る。そ れが分 か る とい

うこ とは非常 に重要 だ と思い ますが、 アメ リカで も日本で も現在 ホ ッ トな プロジェク トは、黙 っ

ていて もフ ァン ドが行 くわけです。です か らある意味 で政策的 な判 断 とか いろい ろな話 はい らな

くて、お金 は集 まる ような環境 にあ ります。 しか し、そ うではない部分 は どのよ うなかた ちで フ

ァンデ ィングすれ ばいいのか とい うの が、ある意味 で政策的 な話 にかかわ って くるのでは ないか

とい う感 じがあ ります。 たいへ ん難 しい話 だ と思 いますが、 それで時系 列的 なこ とが気 に なって

い るんです。

ADL過 去 を見 て、同 じ外 渉がで きるか とい うと……。

委 員 見 返 りがい ろいろあ るので、例 えばスナ ップシ ョッ トを5年 ご とに取 って比較 した らい い

とい うようにはたぶ んな らない と思い ます。 おっ しゃったよ うに、ケース ・ス タデ ィー的 な話 と

か、連続 的な 目で見 ない と見 えてこない と思 います。

ADL何 かに絞 ってや らない と、マ クロな数字が出 てきて も、 たぶ んあ ま り役 に立た ない と思 い

ます 。先 ほ どパー ソナ リティ とい うお話 も出ま したが、それ だけが問題 ではない と思 い ます が、

成功 要因 の ような ものが どうい う ところにあって、 どうなの か とい うのは、Whatの 領 域 と して

はこんな ところで、 そ うい う成 功要因 を照 らしてみ る と、 こ うい うとこ ろは注 目すべ きだ った と

い うような こ とは、 そ うい うプロジェタ トをデザ インすれ ばで きるか も しれませ ん。 い まお っ し

ゃった ことは、そ うい う方針 を もってプロジェク トをやれば、必 ずお も しろい結果 は出 る と思 い

ます が、い まの時点では全部 はで きないんです。

ご要望 自体 は、 この組織 も発足 され た ところで、全体の ピクチ ャーの よ うな もの を、い ろいろ

な研究 な どをいろいろなかた ちで進め てい く土 台になる ような枠組 みが このプロジェク トで 出せ

れば とい うご注文 だ とい う理解 を してい ます。その範 囲で 同 じ活 動 をす るので、 で きるだけ皆 さ

んの ご興 味 を私が体 で理 解 して、 アメ リカ人のス タッフに伝 えて、副産物 として入 って くる もの

はで きるだけやってい きたい と思 ってい ます。 これは入ってい ませ ん とか 、杓子 定規 にせず に入

れてい こう とい う感 じで 進めてい ます。

AITECそ れはど う説 明 してい るか とい うと、一番 理想的 なのは、 日本情 報産業 丸の よ うな もの

があ った ときに、日本 の コン ピュータ産業 は特 にソ フ トウェアが遅 れてい る。政策面 か ら言 え ば、

それ を何 とかカバ ー した い と思 うので、MITIと してはい ろい ろな人 がい ろい ろな ところで、

い ろい ろな役所 があ るか ら努力 す る。 それか らメー カーな ど も努力す るけれ ども、 どっち を向い

て努力 すれ ばいいのか とい うときに、何 か参考になる ような資料 を提供 で きれば と思 ってい ます。

さる人の言 い方 を借 りているのです が、い まい るア メリカ丸がい る位置 に向けて、み んなハ ン

ドル を切 って しま うわけです。不思議 な船で、舵 がいっぱいあ る。1個 じゃな くて、MITI丸 、
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メー カー丸 、産業丸 とかね。その ときに5年 先 だ とアメ リカ丸 はこのへ んにいそ うです 、10年 先

だ とこのへん にいそ うです とい うよ うな、参考 になる ようなデ ータを提供 で きるな らば、 ア メ リ

カ丸の ほうへ切 らないので はないか。 そち らへ切 る と、5年 後 にそ こへ行 った ら別の方向 に行 っ

て しまった とい うことにな りますか ら、 それを当てう とい うこ とです。

私 はそんな ものは当た りっこあ りませ ん とお答 え したのですが、 当た らず とい えど も、若 い行

政 をや る人 が新 しい方針 を決 め ると きに、 もし くは 日本 のイ ンダス トリーが企画 をす る ときに、

何 か参考 にな るようなデー タを提供 で きれ ばとい うこ とです。昔 だ と、早 い話がIBMの 周 りを

ウ ォッチ していれば、それ で先が読 めた という時代 があ りま したが、 そ うでは な くす ご く幅広 く

なって しまったので、そ こをカバ ーで きれ ばいい。 ち ょっ とで もカバ ー したい とい う望 み をお持

ちで した。 そのわ りには予算 も人 も少 ない のです が、 とにか く始 めてみ ようとい うこ との ようで

す。

委 員 いまはそ うい う意味 では、一つの視点 として、 リサ ーチ ・ファンディング とい う観 点 か ら

見 ているわけですね。それ を一つ の切 り口 と して考 えて いる とい う理解 でいいわけです ね。

AITECそ うですね。

委 員 先ほ どのJavaの 話 とかい ろいろあ りますが、確 かに昔はIBMで 、 い まは例 えばPC

な らばマ イクロソ フ トとかいろい ろあ ります が、 そ うい う状 況 は変 わ りつつ あるの ではない か。

だか らそ こだけ ウォッチ してい ても仕方 ないので、 もう少 しとい うよ うな段階 とい うか、 しば ら

く前か らそ うだ と思 い ますが、 リサ ーチ ファン ドのあ た りか ら見れ ば、 それが見 えて くるのでは

ないか とい うこ とです ね。

ADLリ サーチ ファン ド、特 にガバ メ ン ト系 の ファン ドですが、先 ほ ど民 間は どこを見 てい るの

か とい う話ですが、ア メ リカの場合 、 ものす ご く目先 しか見 てい ませ ん。あま り先の話 は しませ

ん。二、三年の範 囲です。です か らリサー チ とい う名 前 をやめ て しまって、ア ドバ ンス ド ・テ ク

ノロジー ・グルー プとい う名前 を、 マ イクロソフ トもどこ もみ んな使 ってい ます。 リサーチ とい

うの は自分 たち にはで きない とい うか、 そんなに余裕 は ない とうい う意識 があ ります。

それを誰が補 ってい るか とい うと、 もう少 し先 をガバ メン トの ファン ドが補 っています。です

か らいまおっ しゃった5年 先 くらい を見 ておこ うとい う場合、 この ファン ドの流 れ を見 てい る と

分 かる部分があ ります。 ただ、そ れで もなお先 ほ ど議 論 になっ た ように、10年 先 、15年 先の パ

ネルの ところに ものす ご く大 きいお金が落 ちている と思 う と誤解 だ と思 います。 そ こが いま私 た

ちが分 か って きた ところです。

ですか ら、ホ ッ トだ とい うところが ちっ ともホ ッ トじゃない とい う見方 も確 かにあ る と思 い ま

す。そ こを民間がや っていれ ば、 ガバ メ ン トの ファン ドの役割 は もっ と先 だ とい うこ とにな りま

す。 アメリカの政府 関連の プロジェク トとか大学の プロジ ェク トが そこだけや ってい る と、ア メ

リカの場合v真 ん中がな くな って しまい ます。そ うい う違いがあ るか もしれませ ん。
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委員 二つ あって、一 つ は うま く行 きそ うだ と思 うもの を重点 的 にやる とい うの と、 基礎 的 だけ

れ どもなか なか立ち.ヒが らないもの を息長 く、細 くや る。政府機 関が両方や るべ きか とい うこ と

になれば、先 ほ どのホ ッ トなこ とを掘 り下 げてい くとい うの とは ちょっ と違い ます が、息の長い

ものの実情 とい うか、 どの くらいの スパ ンで援助 して、 どうい う評価 で取 り上 げてい るのか とい

うことがあ る といい と思 い ます。

ADL私 の感 じでは、 聞いてみ る と、 そち らは放 っておいて も続いてい る とい う感 じです。息 の

長い援 助 とい うか、予 算 が硬直化す る とか、NSFの 中の担当者が、 この分野 には何 億つ け続 け

るとか、 その分 野で一番す ぐれている と言 われてい る先生の ところには必ず い ってい る とか、そ

ち らはむ しろ枠組 み を変 えな くて もず っ と続 く。それ をどちらか とい う とホ ッ トなエ リアの ほ う

に少 し寄 せて くる とい うか、そ うい う感 じの見方 を してい ます。 日本 で もそ うだ と思 い ますが、

基礎 の ところにはわ りと息 長 く行 ってい るん じゃないで しょうか。そ うでは ないです か。

委員 文部省 とか、予算 は相当 にな るで しょう。

ADLそ れ を もう少 しコマー シャル側 の ところ、あ るいはホ ッ トだ とい う ところに重 点的 に とい

うのが最近 の政策の流 れではないか と思 うので、ホ ッ トな領域 の ほうに仕事 を集 中 したほ うがい

い と思い ます。 もちろん分か った話 は中 に入れてい きたい と思 い ます。

AITEC例 えば、カー ネギ ーメロンで フィルム ライブ ラリー を作 りま した。 フ ィルム ライブラ リ

ー を作 った人は、 まさかイ ンターネ ッ トの時代 にな って、そ こでDECと 組 んで提供 す る とい う

時代が来 る と思 って作 っていないわけです。それか らNASAの ほうで衛星 の写真 を撮 ります よ

ね。何 故撮 ったか知 らないけれ ども、思 った よ りも膨大 に撮 っていた。 そ うい う もの が提供 で き

る ようなイ ンターネッ トの ような ファシ リテ ィがで きたら とい った ときに、それが新 たな財 産 と

して浮 かび上が って きて、それが産業 にまで発展 しそ うな勢 いだ とい うように、化 けるわけです。

しか し、化 け る ところは読 めない。化 ける ところ を読 んだ らたいへ んな ことで、 自分 で 自由 に

で きる。 ですか ら、化 け ない まで も、その ような基礎研究 な りを している とい う ような ことを含

めて、 うま くカバーで きる といいな と思 っています が、それは無理 かな とも思い ます。

ADLそ うい う問題意識 を理解 していれば、少 しはいい もの に したい とい う くらいです。

AITEC匂 いがするあた りを嗅いで きて くれ ませ んか という話 は してい るんです け どね。

ADLい まのお話で、 イ ンター ネッ トの ところでい ままでやって きたア クティ ビテ ィ、研 究 アク

テ ィビテ ィ もそ うだ し、い ろい ろな活動 が流 れ こんで います。そ うい うプ ラッ トホー ムを得 る と、

過 去の研 究が ドー ッと流れ こんで くる。 そ うする と、みんなの関心があ るの は、 ドー ッ と流 れこ

んでい るところ をどう しようか という ところです。 官民みんな興 味があ って、 その先 の ところ よ

りも、 ここでやる ことが いっぱいある じゃないか とい う感 じが、研 究者 、産学 ともに ものす ご く

強い とい う印象 を持 ってい ます。
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マ ル チ メ デ ィ ア 産 業 と は何 か?

マルチメディア産業は、初期から立ち上がるツール産業 と、中期か ら立ち上がる 「他産
業からの売上 を強奪する」新アプリケーション産業 とに分類できる。特に後者が、マルチ

メディア産業の本質である。現在他産業に落ちている 「金」が形 を変えて、新産業を創
りだすのである(例、教育産業、小売り業、出版業、広告産業、旅行代理業、金融業)。

Valuθ

TIONVENDORS

TOOLSVENDORS

・Servers

・Browsers
,agents

・Bridges
,routers

・Othgrs

図 一1

そ うい う意味 では、い ま基礎 をや っていて、いつ来 るか分 か らない次 の ウェー ブで ゴー ッと化

ける ところ をや っている とい うのは少 数派で、い まはWWWに 流 れ込 んで くる。1960年 くらいか

らいろいろな人 がいろい ろな ことをや って きたのが、い まWWWに 流 れ込 んで きて、研 究者 とし

ての興味 もものす ご くある し、それ をビジネスに結 び付 けたい と思 う人 の興味 もここにあ る。 い

まは研 究、産業 ともに特異点 にいます。 その事実 が、WWWよ りも先 を読 もうと考 える こ とを難

しくしてい る要因 にな ってい ます。

AITECARPAネ ッ トの ときに、 ま さかイ ンター ネ ッ トが こうなる とは考 えなかった。そ うい

うときに こそ、 こうい う研 究 でその先 を読 みたい わけです 。ですか ら、例 えばイメージ ・ア ンダ

ース タンデ ィング とか
、 イメージはつ かみたいです よね。 そ うす る と、 イメー ジ自身を送 る とい

うのは非常 にたいへ んだか ら、 もう少 し圧縮 しよう と思 えばイメージア ンダース タンデ ィング も

そ うです し、 いろいろな情 報 を検索 しようと思 えば、情報 を全部集 める ことはで きないか ら、圧

縮 したい と思 えばあ る主 のAI的 な手法 が出て くる といったこ とがあ りうる。

そ うす る と、 ア メリカだと不思議 なこ とに、冬 の時代 もそ うい うこ とを続け てい るや つがい ま

す 。 日本 だ とみん な ドドッと行 って しまった、片 方 は留守 になって しまい ますが、 アメ リカには

そ ういう人 がい ます。それでそいつ らの時代 にな った りす る とい うこ となので、その よ うな もの

を見逃 さず に、 うま くリス トしてやれれ ば と思 います。そ れは どち らか とい うと、過去の歴史 を

見 なが ら、 そ うい うこともあ ったね とい うこ とで、 これか らだ とい まはみんな インター ネ ッ トで
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浮か れてい る。だけ ど実 際に商売 を しだせば、非常 に困るこ とはいっぱい出て きそ うだ。

ADL分 か ります。その へんは先 ほど申 し上 げた、 これか ら深掘 り してい こ うとい うところに入

れたい とい うか、入 ってい る分 野 と私 は理解 しています。

AITECそ うですね。 そ うい うところは必ず しもフ ァンデ ィングの額 は大 き くないけれ ども、や

は りニーズ がある とい うこ とを調査す る担当者 が予測 しない といけない です よね。そ うい う意味

か ら言 えば、ここにARPAな らARPA、NSFな らNSFの 研 究 テーマが書い てあ りますが、

こ うい う もの も・一つ ひ とつ どうだ ろ うか とい うチ ェ ック をす る とい う作 業 をど こかで や って い

く。そ うす る と何 とな くい りそ うだ、い らなそ うだ とい うことが ひ らめいた りす るんで しょうね。

ADLも ち ろん この プロジ ェク トでで きる範 囲でや りますが、 われわれだ けの報告 ではない作 業

の中で、文化財 と言 うと変ですが 、われわれ もどち らか とい うと全部 に一一番詳 しい人間が中 にい

るわけで はな く、 もう少 しゼ ネラルな ところか ら見 て、で きる範 囲は ここまでだ とい うところが

分 かったあ とで、 日本側 でそ この分野 を研 究 されている方 と向 こ うの研 究 が うま くリンケージ さ

れて、実際 に世の 中は どう動いて い くの か とい うの を リアル タイムで、人 間の ネ ッ トワークで押

さえ られる ような仕組 みの ような もの に結 びついてい くと、 スタ ティ ックな調査 だけで はな く、

意味 があるのではないで しょうか。

AITECそ の レベル になって しま うと、何 が出 て くるか非常 に難 しいです よね。 しか し、何 か出

してみたい というこ とがあ ります。い まの計算機 とい うのは、人 間 との イン ターフェース とい う

ときに、 コン ピューテ ィングパ ワーの80%を 使 って いる とい ったこ とがあ ります よね。昔 は本

当 に計算 に使 ってい たんだ けど、 それで もいい とい う時代 になった し、言語 のコン ピュー タな ど

は100%そ れです。任 天堂の発展 を当てた ような人 は本当 に大儲 け とい う感 じが します が、そ う

い う話 もあ ま り聞かない か ら、 みんな分か らなかったんで しょうね。

そ こ まで極端で はな くて もいいか ら、 それ的 な当 て方がで きれば、一つ の産業 を起 こせ るわけ

です か ら、政策担当 と して は非常 にいいわけです。 そこまで行 かない まで も、これ とこれ とこれ

は リス トに入 れてお くべ きだ とか、 これは とっ くに終 わった ん じゃないです か とい うの も入れた

レポー トが作 れれ ばいいな と思 っています。無視 してはい けない と思 い ます。そこに プライオ リ

テ ィがつけ ば もっといい んです け どね。

委 員 そ ういった意味 では、 この 図があ ります よね。 ナシ ョナル ・リサ ーチ ・カ ウンシルの とこ

ろで、例 えば 日本 の情報 処理学会 はあま りや りませ んが、一つ は国か ら…生懸命 お金 を取 るとい

う目的があ りますが、学会 とか何 とかが こうい う研究 をや る必要があ る とい う レポー トを作 って、

政府 に持 っていって、政 府の人が それ を使 ってお金 を取 って くる とい う ようなかたちが…つあ る

と思 い ます。 ナシ ョナル ・リサー チ ・カ ウンシルの ようなところは、政府 に対 して こうい う研 究

開発 をやれ という リコメ ンデー シ ョン を出 しています。そ ういった ものが 向 こうでは どの ように

受 け止 め られてい て、政 府がそ うい うもの を見 なが らお金 をつ けてい るの か どうか とい うような
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ところを知 りたい と思い ます。

ADLそ うい う観 点だ と、NIIの 構想 がで きて とい う部分が…番 イ ンパ ク トが あったん じゃな

いで しょうか。

委 員 そ ういった意味で は、OSTPが 役割 を果た したの だ と思 い ますが 、OSTPが それ を考

え られるわけではな く、OSTPに どこかがシナ リオ を放 り込 んだはず です。 それが どこだ った

のか。OSTPが や るに して も、例 えばNRCも 入 ってい た と思 い ます し、い くつかの学 会が イ

ンプ ッ トしてい ます。

ADL実 は2年 ほ ど前に 日本のNII構 想の プロジェク トとい うの をや りま したが 、その ときに

組織 はずいぶ ん調べ ま した。 その ときの結論 は、かな り個人 の レベル で、組織 があって も、 オフ

ィスがあ って、こ うい うところに何 かが あ るとい うので はないんです。バ ーチ ャルな組織 があ っ

て、先ほ ど申し上 げた ように、そ こにい ろいろな ところか らリクル ー トされて くるんです。 ち ょ

っと前 までは違 うところでや っていた。

ですか ら、IITFと か タス クフ ォース とかい ろい ろあ りま したが 、そ うい うところの メンバ

ーは本 当にEメ ールでつなが っているだけの ようなメンバーです。実 は本 当に力 を持 ってい る人

は、場合 に よっては学会の人 か もしれない し、大学の学部 長の よ うな人の場合 もあ ります し、本

業以外 にそ うい う仕事 をま じめ にやってい る とい う印象 があ ります。 日本 が ま じめ にや っていな

い という意味ではあ りませ んが、 そ うい う枠 組みが きちん とで きて、そ こは ま じめ にや る。 そ う

い うところに予算 もついて いれば、外部 の人た ちを雇 うこともで きる。 ものす ご く速いス ピー ド

でそ うい うことをまとめて いって、それ をフィー ドバ ック して い く。 そ こはか な り組織 論 にな り

ます。

AITECMITの 学部 長 さんが大統領 のア ドバ イザ ーだった りす るわけです よね。 日本 は清 く正

しくなければいけないか らね。(笑)

委員 そ ういった意味でOSTPと い う組織 その ものが大統領 に近 い ところにで きたの で、OS

TPと い うところで大統領 レベ ルでの科学技術政策 をや って、 そ こにい ろいろな人が政策 を放 り

込 みやす くなってい るとい うこ とがあ るで しょうね。

AITEC日 本 だって学術 会議 とかがある んです けどね。

委 員 もう一 つは、 わずか なお金 を何 とか うま く使 いたい とい うことで こ うい うアクテ ィビティ

があ る と思 いますが、最 終的 に 日本 で勝 とうと思 った ら、IT分 野で の研 究 開発費 は い まの10

倍 に しない と勝 つシナ リオはない と思い ます。勝 つ、負 けるは ともか くと して、アメ リカの よ う

な姿 はで きないので はない か と思 ってい ます。

ADL要 す るに、国主導 で行 こうとい う話 です か。

AITEC国 主導で行 く必要 はない わけで 、 ソースだけは国 だとい うこ とです よね。
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委 員 そ うい うこ とです。例 えば先 ほ ど内田 さんが、アメ リカでは必 ず細 々とや っている人 がい

る と言 っていま したが、 みんながバ ー ツと集 まらないでいろいろな人が細 々とや るためには、お

金が回 っていかない とで きないおけです6情 報分 野 に関 して言 うと、大学 と企業が うま く連 携で

きて、例 えば大学 か ら企業 に行 くとい うことがあった と思い ますが、一つ は人材 の問題があ りま

したが、一つ は政府 が産業界 と学界 にブ リッジ して お金 を流 してい ます。

日本 の場合、 基本 的 には政府 か らは完全 に大学 に しか行 きませ ん。 アメ リカは ソースが二つ の

ところに行 ってい るこ とに よって、産 業界 と学界 の連携が非常 にいい。先 ほ どのCRDAも あ り

ますが、 やは りお金 は重 要であって、産業界 にも学界 にもお金 を流 していこ うとす ると、あ る程

度 も との アマウ ン トが必要 なんです。

ADLア マ ウ ン トの問題 だけ じゃない と思 い ます よ。アマ ウン トは アメ リカを見 て も2500億 く

らいです。

委員 日本 の場合 はその10分 の1く らいです よ。

ADLそ うい う意味 で、 日本 の現状 を10倍 に して、 アメ リカ と同 じに しな ければ とい う議 論 な

らば、私 は全 然反対 しません。ただ、それ よ りももっ ととい うよ うな話 だ と、 また別の話 にな り

ます。 これは 日本 企業 の トップの方にお会いす るといつ も言 って いるの ですが 、 日本 の研 究所 に

落 ちてい るお金 の相 当部 分 は何 の役 に も立 ってい ませ ん。何 の役 に も立 っていな い とい うの は、

逆 に言 えば細 々 とそ こでいろいろなこ とが行 われている。

ア メ リカ と日本 とでは、 そ うい う全 体像 がず いぶ ん違い ます 。研 究 開発 に対 す る考 え方 とか、

企 業が相 変 わ らず将 来 も自前の もの を持 ちたい と思 うとか、アメ リカだ と民間 に行 くとい うの は

Dを や る以外 にはあ りませ んが、大学 を卒業 した人 がRを や りに民間 に行 くとい うことがあ るわ

けです。 そ うす る と、最後 に人 とい う問題 になった ときに、本 当 にアメ リカを支 えてい る研 究 を

や ってい る ような人た ちが、 日本 では どこにいて、 しょうもない ようなこ とをやってい るか とい

うようなこ ともあるので はないか。

役 立 っていない とい うか、本来 、ポテ ンシ ャルのあ る人が 日本 にい ない とは思 い ませ んが、 そ

ういう ところ にお金がつ いていない とか、お金がつ いていて もで きた ものが コマー シャライゼー

シ ョンに結 びつか ない とか、企業 の研 究所 にいい ものがた くさんあ ります。 とこ ろが、企業 が事

業化す るス ピー ドが ものす ご く遅い し、そ ういう人 たちも外 に出て何 か を しないので、 あれ よあ

れ よとい う間 にアメ リカで先 に ものが出て きて、あ とからあ んな ものは昔か らや っていた と言 っ

て も、産 業 には何 の寄与 も しない。その ようなこ とがあるので、 アマウ ン トの問題 もさるこ とな

が ら、産 学の共同 のあ り方 とか、企業 戦略論の ところでい ろい ろなこ とがあるだ ろ うな とい う気

が しています。

委 員 そ うで しょうね。例 えば 情報技 術で言 う と、R&Dの ス ピー ドとい うのは重要 です。 そ う

す る と、例 えば基礎研 究か ら製品化 まであ りますが 、 日本 の場合 、基礎研 究か ら製 品化 まで、全
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部 一つの企業 でや ろうと思 うか ら、 ビジネスサイ クルか らす る と非常 にス ピー ドが遅 くなって し

ま う。 です か らR&Dの ところは政府 のお金 でア ウ トプ ッ トを出す。 それが出て きた段階で 、あ

とはス ピー ドを上げて企業 がバ ンとや っつ けて しまうとか、製 品化 して しま うとい うか たちにす

る。 そこの ところのプ ロセスその ものは、パ フォーマ ンス を上 げる ようなかたちで、 アメ リカの

ほ うが うま くや っている。 その 中で政府 の役割 も、 一つの重要 な役 割 と して入 っている。

ADLそ うい う意味では、 お金 は一発入 ってい ます。 ところが、 その成果 を人 が 自分 に くっつけ

て、流 れるこ とのイ ンパ ク トの大 きさは ものす ごいんです。 そこがす ごい。 その人が流れ た とき

に、ベ ンチ ャーキ ャピタルか らそ こに違 う タイプのお金 が流 れます。 そこの議論 にな る と、 この

メカニズ ムが支 えている とい うこ とは、 ものす ご く大 きい んです。

委 員 そ うで しょうね。

委 員 かな り当たっている とは思 ってい ますが、 一つはIBMに して もAT&Tに して も、基礎
イ

か らやっていたんです。それは大艦 巨砲 の時代 で したか ら、 デバ イス か らやってい って、そ れが

10年 後 、15年 後 にはシステ ムまでい きます とい うス トー リーでや れて きた し、や って きた わけ

です。それが最 近アメ リカは違 うと思 っているのは、ベ ンチ ャーの動 きが非常 に早い んです。 実

際 にIBMに して もAT&Tに して も、R&D戦 略 とい うの は相 当変 えて きてい ます。ベ ンチ ャ

ー とい うのは何 か とい うと
、 アメ リカの場合、大 学でか な りリサーチをやってい る。そ れをDに

する ことがベ ンチャーです。 ここが数か ら言 うと、 ものす ご く多 いんです。

ADLお っ しゃる とお りです 。昔はゼ ロックス めPARCか らず いぶ んいろいろな ものが 出て き

た と。第2世 代 の萌芽期 を作 ったのは、ゼ ロ ックスのPARCの10年 くらいの アクテ ィビテ ィ

だ とい うのはみんなが知 ってい ることだ し、ゼロ ックスPARCだ けではな く、い ろいろなガバ

メ ン トフ ァン ドが流 れた研 究があそ こに出 て きたのですが、 いまその主役 にな ってい る人 たちの

顔 を見 る と、 あの人 はあそ この研 究所 にい た とか、あの大学 にいた とい う人が多い じゃないです

か。結局、仕組 み とかお金 の多寡 をい くらい じって も、 いい研 究 をやった人 ごと流 れて きて何 か

やる仕組みが ない と、なかなか難 しい。 アメ リカか ら何 を学べ るか とい うと、そ こです。

委 員 そこで大 きい と思 ってい るのは、、ベ ンチ ャーで成 功す る例 は少 ない とい うこ とです。 大部

分 は屍 になって、新 しいベ ンチ ャー をや る とか、 また大 学 に戻 る とい う繰 り返 しをや ってい るわ

けです。 それが 日本 とアメ リカの一番の違 いではないか と思い ます。

ADL人 材 の流動性 になって くるんです 。1回 出て しまった ら戻 れない とかね。 われわれ も1回

出て こうい う会社 に勤め る と、次 に行 くところがあ ま りな くて困 って しまうん です。皆 さん も き

っ とそ うだ と思い ます。大学 間だと、大学 とい う大 きな中で何 とか大 学か ら何 とか大学 に移 る と

い うことはあるで しょうけ ど、企業 だ とめ った にないです か らね。 それは実感 してい ます。

事務局ADLの 報告 とい う意味で はあ と三、四分で終 わ りに したい と思 って います が、注文 と

い う意味で私の ほうか ら言 わせ てい ただ きます と、先 ほ ど三 つほ ど、今後 重点的 にや りたい とい
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うことがあ って、二つ 目は法律 で したが、 これ はどういう感 じでや られるので しょうか。

ADLい まの感 じは、今 日、 中間報告 でま とめた ものが、 もの と しては網羅 している とい う気 が

して います 。意味 のあ る過 去の法案 とか、 プログ ラム とい うのは、 もの と しては網羅 している。

その中で、 いまは仮説 と して二つ すご くインパ ク トが ある と思 ってい ますが 、イ ンタビュー を通

してほか に もこ うい う意味が あった とい うような部分 は明 らかに します。今 日挙 げた以外 にた く

さんあ るか とい うと、あ ま りない と思 ってい ます。そ こを もう少 し深掘 りして、 ご参考に なるよ

うに ま とめたい と思 ってい ます。

事務局 実 は原文 な ども欲 しい と思 ってい ます。入手 しよう と思 うと、 こうい うものはけ っこう

分 か らないんです。 どうや って調べ るのか と思 っていた んです。

ADLそ こはち ょっ と調べ てみ ます。

AITECあ とは当方か らご説明 してお願 い した内容 で、そち らの調査資料 もい ただいて打 ち合 わ

せ した内容 に沿 ってや っていた だいているわけですので、先 ほ どどの分 野 に絞 って深掘 りしてい

くか、 どれ にす るか決 め るとい う話が残 ってい ますが、たぶ ん梅 田 さん と してはや りなが らの話

になって くると思い ます 。それで全体の範 囲が ターゲ ッ トの 中に納 まってい るとす れば、 このま

ま続 けていた だいて、途 中で どう して もこの分野 を入 れて ください とい う話があれ ば、後追 いで

またご連絡 して、で きる限 りの努力でや っていただ くとい う感 じで進 めていただ きたい と思 いま

す。

ADL今 日の議論 を踏 まえて整 理 を して、 ここはこの くらいで きそ うだ、 こ こは この くらい入 り

そ うだ とか 、こ こは勘弁 していただ きたい とい うもの を作 ってお送 りします。

AITECい つ もそんな感 じで進 めて きていただい ています か ら、今 日の受 け止 め方 を梅 田 さんが

ま とめ られて、それで は こう しますか ら、何 かあれば注文 して くれ とい う話で、 フ レキシブルに

や っていかない といけな い と思 います。

ADLア メ リカか らご連絡 いた します。 どうもあ りが とうございま した。
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